
都市のしくみとくらし

no.132
Aug.-Nov.2021

cityal i fe

特集 まちとつながる「エリアブックレット」



特 集 まちとつながる「エリアブックレット」

contents │対談│ エリアブックレット（地域雑誌）がつなぐもの 
『谷根千』が見てきた町│森まゆみ╳陣内秀信� 2

│インタビュー│ 地域メディアでつくられる「まち・くらし」� 8
1.地域メディアが果たしてきたこと、その可能性│加藤晴明 
2.自立性をもって、地域とゆるやかにつながるためのコミュニティメディア│
影山裕樹

│ケーススタディ─q│ 地域を変えるエリアブックレット・ネットワーク� 14
1.兵庫県豊岡市／NPO法人本と温泉  
城崎温泉でしか買えない、「地産地読」をめざす本と温泉プロジェクト 
2.神奈川県足柄下郡真鶴町／真鶴出版 出版と宿で真鶴の魅力を発信する

│ケーススタディ─w│ まちの魅力、徹底的に伝えます!� 20
1.盛岡の、飾らない「ふだん」を伝える『てくり』 
2.熟年世代のコミュニケーションツール『みやぎシルバーネット』 
3.「右京びと」こそが地域の宝物『右京じかん』 
4.萩の「キュン」とした魅力を伝える『つぎはぎ』 
5.島々をわたる瀬戸内の風を全国へ『せとうちスタイル』

│連載│ Let’s Greening!　緑のまちづくりa│ 
匠の庭師が日本庭園文化を世界に発信  
港区芝公園 � 30

│連載│ 子どもたちの「笑顔」に会いに行く2#│鳩ヶ谷キッズランド� 32 
ふわっと夢空間「陽

ひ

彩
い ろ

ブリッジ」

│連載│噂の「駅前」探検a│桜木町駅 今尾恵介・小夜小町・坂本政十賜� 34

│back number・information│ 38

c i tya l i fe  no.132 Aug.-Nov.2021

巻 頭 言

「 日 常 」 を 愉 し む 小 さ な メ デ ィ ア

本や雑誌など、紙のメディアがインターネット上や電子書籍へと移行

している一方、独自の「紙」の文化が発展しているという。その一つがフ

リーペーパーやフリーマガジンだ。企業が自社PR向けに発行するもの、

個人が情報発信するもの、自治体やまちづくり団体が地域情報を発信す

るものなど、そのタイプはさまざまだ。

同様に、有料であっても地域に根差した出版社やNPO、あるいは市民

有志らによって制作されているタウン情報誌も、大手出版社が発行する

情報誌とは異なり、地域のきめ細かな情報を拾い、かつ、つくり手の思

いがダイレクトに伝わる地域メディアとして人気を集めている。

こうした小冊子は、タウン誌、ミニコミ誌、リトルプレス、ZINE（個

人の趣味でつくる雑誌。Magazine、Fanzineに由来）など、さまざまな

呼び方をされているが、ここでは「エリアブックレット」と総称した。地

域メディアとしてのエリアブックレットが、町の魅力創出にどのような

役割を果たしているのか、研究、あるいは実践する方々にお話をうかが

うと共に、各地域で魅力的な小冊子をつくる方々に、わが雑誌、わが町

の魅力を存分に伝えてもらう。  （編集部）

表紙・裏表紙 ─ 「谷根千」の町並み 
（関連記事:p2）

photo：坂本政十賜
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女性目線で捉える地域雑誌の誕生

森─地域雑誌『谷中・根津・千駄木』

（以後、『谷根千』）を創刊する前、陣

内さんにご相談したこと、覚えてらっ

しゃいます? お会いしたのは、新宿の

紀伊國屋書店の喫茶店だったと思いま

す。
陣内─『東京のまちを読む…下谷・根

岸の歴史的生活環境』という本を出し

た後で、それを読んでということでし

たよね。
森─雑誌出すんだったらこれ読みな

さいって薦められて。読んだら、これ

はすごいと思って、すぐに会いに行っ

たんですよ。1984年でした。
陣内─ということは、『谷根千』を創

刊した年?
森─お会いした後すぐに出したんで

す。
陣内─うわっ早い!
森─無謀でしょ。その2カ月後には

2号が出ましたから（笑）。その間に保

存運動のパンフレットなんかもつくっ

た。われながらエネルギッシュでした

ね。
陣内─僕はあの時、知り合いの建築家

を紹介したり、勉強会をやろうよ、な

んてことくらいは言ったかな。
森─谷根千は生きられた都市であ

る、とおっしゃったのを覚えています。

普通の人たちが、そこで生きるのが谷

根千で、権力によってつくられた町じ

ゃないんだとおっしゃった。いい言葉

だなと感激しました。
陣内─当時、批評家の多木浩二さんが

『生きられた家』を出して、それが下

地にあったんだと思います。ちょうど

この頃下谷や根岸を調べていて、今で

こそビルが立ち並ぶ町になっているけ

れど、よく見ると江戸時代の町割がい

まだに残っている。その意味で東京は

生きられた空間だと言ったんですが、

谷中や根津、千駄木もまったく同じだ

と思った。
森─それと、せっかく女性たちでつ

くるんだからお産や育児や家事につい

て聞き書きしたらいいんじゃないかと

もおっしゃった。男がつくるとどうし

ても間取りや設計の話が中心になるか

ら、それとは違う角度から町を見直し

てみるのも面白いんじゃないかって。
陣内─それで、研究会も始まった。
森─「谷中・根津・千駄木の生活を記

録する会」を、創刊してすぐに立ち上

げました。東大に来ていた藤原惠洋さ

んが協力してくれて、陣内先生にも参

加してもらいました。
陣内─建築系の若い人たちも参加して

くれて。その後まちづくりNPO・谷中

学校を始めた手嶋尚人さん（初音すま

い研究所代表・建築家）や法政の僕の

研究室出身の西河哲也さん（プランナ

ー）、椎原晶子さん（NPOたいとう歴

史都市研究所副理事長・環境デザイナ

ー）たちと連携して進めていくことに

なるんですが、森さんが耕してくれた

からできたことです。
森─トヨタ財団の助成金を得るため

につくったグループ「上野・谷根千研

究会」でも路地の研究とか谷中で残し

たいものは何かなんていうアンケート

をとったりしました。

陣内─不忍池に地下駐車場がつくられ

そうになった時反対運動に立ち上がっ

たのは『谷根千』の特集がきっかけ?
森─結局、計画は白紙になりました。

私たち、乱開発の計画潰すの得意なん

です（笑）。
陣内─やはり、自分を育ててくれた土

地に対する愛着でしょうか。
森─いや、逆で、嫌いだったんです

よ、ここが。
陣内─えっ、そうなの?
森─子どもを産んで変わりました

ね。
陣内─やっぱりそうか。
森─小さな赤ん坊とか連れて歩くで

しょ。すごくゆっくり歩くわけです。

そうすると、まわりの景色がよく見え

てきて、あれっ、ここって意外に面白

いって思うようになったんです。天水

桶とかコンクリートのゴミ箱とか木の

電柱とかも残っている。まあ、私が

20代の頃ですから、40年以上前の話

ですけどね。そんなのがまだたくさん

残っていたんです。それですごく興味

が湧いてきて、調べ始めたんですが、

先行研究がまったくない。銀座とか新

宿とかのいわゆる盛り場の研究という

のはありましたが、私が知りたいのは

この場所。ないならないで、自分たち

で調べればいいかと、雑誌を始めたわ

けです。
陣内─論文にするとかではなくて、雑

誌を出そうと思ったのはなぜ?
森─小説でもよかったし写真集にす

るという案も浮かんだんですが、いず

れにしても自分ひとりでやっても意味

ないし、この町に住んでいるみんなに

も伝えなきゃダメだと思ったんで、だ

ったら雑誌かなと。
陣内─それにしても「谷根千」という
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対談　 エリアブックレット 
（地域雑誌）が 
つなぐもの

　『谷根千』が見てきた町
1984年10月に創刊、2009年8月に94号をもって終刊となった
地域雑誌『谷中・根津・千駄木』（通称 :谷根千）。
編集人は、当時、子育て真っ最中だった地元の主婦3人。
森まゆみさん、山崎範子さん、仰木ひろみさんだ。
元祖・地域雑誌ともいうべきこの雑誌が目指したものと、
果たしてきた役割は何だったのか。
都市史の研究者であり、弊誌企画委員でもある陣内秀信氏を聞き手として、
『谷中・根津・千駄木』編集人の一人であった作家・森まゆみさんにお話をうかがいながら、
地域雑誌の歴史と現状、今後の可能性を俯瞰する。
photo：坂本政十賜

森まゆみ
作家、編集者

陣内秀信
法政大学特任教授／本誌企画委員

森まゆみ
もり・まゆみ─1954年東京（文京区動坂）生
まれ。作家、編集者。1984年、仲間と地域雑
誌『谷中・根津・千駄木』（通称：谷根千）を
創刊。著書に、『谷根千のイロハ」』（亜紀書
房、2020）、『「青鞜」の冒険』（集英社文庫、
2017）、『「谷根千」の冒険』（ちくま文庫、
2002、初版原題『小さな雑誌で町づくり』晶文
社、1991）他多数。
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ネーミングが絶妙。タイトル名として

だけじゃなくて、コンセプトが抜群に

いい。谷中、根津、千駄木を一緒の地

域として括ってしまうという発想が画

期的でした。
森─行政区を股にかけてますから

ね。でも、たまたまそうなったんです。

私が団子坂の下に住んでいて保育園も

うちのそばにあった。で、そこを中心

に円を描いたら、谷中も根津も千駄木

もそのなかに入っちゃった。でも、い

ろいろ言われましたよ。ある時千駄木

で奥さんにつかまっちゃって、「うち

はお屋敷町なんだから、下町の長屋と

一緒にされちゃ困るわ」って言われた

（笑）。やっぱり高台に住んでいる人と

谷底に住んでいる人は違うんだなって

思いましたよ。でも、谷底に住んでい

る人は、山手のことを「の手」とか言

って、羨ましいと思いつつも、半ばば

かにしているようなところもあって、

一筋縄ではいきません。
陣内─単純な対立関係じゃないんだ。
森─東京って、そういうところが面

白い。
陣内─東京は、地形そのものが凸凹で

しょ。凸凹がいっぱいある。その凸の

部分がお屋敷=住宅で、反対に、凹の

ところは町人地。谷根千でいうと、谷

の奥まったところにちょうどいい具合

に根津神社があって、面白い小宇宙が

できています。上と下がお互いに意識

し合い、助け合っているわけですが、

谷根千という言葉は、それをうまく切

り取っている。さすがだなって思いま

した。谷根千って今や誰もが知ってる

共通語です。
森─うれしいことに。地域雑誌『谷

中・根津・千駄木』じゃ長過ぎますもの

ね。みなさんめんどくさいもんだか

ら、勝手に「谷根千」って呼ぶように

なった。私自身気に入って、事務所名

を谷根千工房にしちゃったくらいです

（笑）。
陣内─80年代は谷根千といえば雑誌

のことだったんですが、今は雑誌の存

在は知らなくても、全国どこに行って

も谷根千で通ります。観光ガイドにも

「谷根千」と書いてありますからね。

身近にある情報こそ本当の情報

陣内─創刊当初から注目されましたよ

ね。
森─手前味噌で恐縮ですが、確かに

反響はすごかった。創刊してすぐに大

きく取り上げてもらって。新聞記事も

ずいぶん出ました。みんなで、この辺

りは事件がなさすぎなのよ、なんて言

ったりして。
陣内─それは冗談だとしても、本当に

面白かった。当時、日本は情報化社会

だってものすごく喧しかった。猫も杓

子も情報、情報でしたから。でも、そ

こで言う情報って何だろうって思って

いました。マスメディアが取り上げる

情報はもちろん情報には違いないけれ

ど、僕たちが必要としている情報は、

果たしてそういう情報なんだろうか。

ちょっと違うんじゃないかっていう疑

問がずっとあったわけです。そんなな

かに突然『谷根千』があらわれた。び

っくりしましたよ。こういう情報こそ、

僕たちが探し求めていた情報だと、本

気で思いましたね。とくに僕は都市や

地域のことを研究していましたから。
森─いわゆる一般雑誌に載っている

ような情報は一切やめて、オリジナル

な情報だけ載せようと決めました。
陣内─地域に眠っている情報を掘り起

こし、どんどん情報化していきました

よね。地域を深掘りして、忘れかけて

いた記憶を次々によみがえらせる。こ

れまで情報と呼んでいたものは、縦の

ものを横にしたり、右にあるものを左

に移動させたり、要するにものごとを

並べ替えることが情報化だと思い込ん

でいたわけですが、そうではなくて、

自分たちで掘り起こしていくこと。掘

り起こすという作業こそが、じつはと

ても面白いことなんだということを教

えてくれたんです。地域雑誌というか

たちでね。
森─だって、タレントの恋愛話なん

かより、隣のおばあちゃんの恋
こ い

話
ば な

の方

がわくわくするし、近所のおじいちゃ

んの来し方行く末を聞いている方がず

っと面白い。
陣内─それは、本物の情報だからです

よ。情報が生きているんです。
森─近所のおじいちゃんのことは知

っていても、昔のことまでは知らな

い。だから、『谷根千』が出た次の日は、

老人会で話題になって、けっこう盛り

上がったよ、なんて言ってました。
陣内─それが、地域雑誌の醍醐味かも

しれない。身近にある情報こそが、本

来の意味での自分たちの情報ですから

ね。

文化の深いところを掘り起こす

陣内─僕は創刊号からもっています

が、何号まで出たんでしたっけ?
森─2009年発行の94号が終刊。25

年続きました。3カ月に1回の季刊発

行だったので、正直けっこう大変でし

た。
陣内─しかも特集主義。25年間に特

集テーマを100本近く立てたわけでし

ょ、それだけでもすごい。
森─やりたいことが次々に出てき

て、あと倍くらいはできたと思ってい

ます。毎号連載記事だけでいくという

方法もあったと思いますが、連載だけ

だと読み捨てられちゃうような気がし

て。どうしたら、捨てられずに済むか

なとか考えた末、特集スタイルにいき

ついた。毎回新しい特集を組んで、テ

ーマを徹底的に掘り下げる。これ一

冊読めばすべてがわかる! 的な特集で

す。銭湯を皮切りに酒屋さんとか、お

米屋さん、和菓子屋さん、本屋さんと

か、いわゆる生
な り

業
わ い

もので特集を組みま

した。
陣内─特集主義だけど、いくつかの柱

はありましたよね。
森─今言った生業ものが一つ、もう

一つはみんなが共有している記憶、私

はランドマークと名付けたんですが、

たとえば、不忍池とか団子坂とか藍染

川とかみんなが知っている場所を特集

しました。そしてもう一つ、文学や美

術にかかわった人の特集もやりまし

た。谷根千やその周辺には、誰もが知

っている作家や芸術家がかなり住んで

いました。森鷗外、夏目漱石、樋口一葉、

高村光太郎、宮本百合子とか、みんな

この辺で暮らしていた人たちです。た

だし、普通の伝記じゃつまらないので、

森鷗外や夏目漱石から地域を読み解く

といった切り口で……。たとえば鷗外

には、「団子坂」という小説があります。

すごく短いもので、ほとんど知られて

いませんが、実際に鷗外に会った人や

見たことのある人の証言などと一緒に

紹介しました。鷗外は、大正11（1922）

年に亡くなっているので、今、こうい

う特集を組むのはムリでしょうけど。
陣内─そばに東大や藝大があるので、

文化人が多かったんですね。ところで、

『東京人』は『谷根千』に触発されて生

まれた雑誌だって知ってましたか。
森─えっ、そうなんですか?
陣内─編集長をしていた粕谷一希さん

にうかがったことがあるんですが、ニ

ューヨークには『ニューヨーカー』と

いう素敵な雑誌があって、それに憧れ

て『東京人』をつくったと言ってまし

た。『東京人』も特集主義でしょ。『東

京人』よりずっと先行して特集主義で

やってきたのは『谷根千』ですから、

影響されてないわけはないと思いま

す。
森─私たちは身銭を切ってつくって

いるのに、あっちは東京都というでっ

かい後ろ盾がある。羨ましいなって思

っていました。
陣内─『東京人』は月刊で、今も新し

いテーマを次々に打ち出して、よくネ

タが尽きないなと感心してますが、『谷

根千』は、谷中・根岸・千駄木というも

っと狭い地域を対象にしていたわけで

すから、本当に驚きます。
森─『谷根千』が創刊した84年くら

いから、江戸・東京ブームが来ました。

陣内さんを筆頭に、藤森照信さん、鈴

木博之さん、松山巖さん、田中優子さ

んらが活躍し始める頃ですが、なかで

も陣内さんの『東京の空間人類学』が

出版されて、あれは画期的でした。湯

島天神や神田明神、諏訪神社とか根津

神社が都市のエッジ（縁）につくられ

ていたという。それからですよ、門前

の小僧みたいな感じで、建築を猛勉強

して。その結果保存活動家になってし

まい今に至るわけです（笑）。
陣内─日本の都市は、ヨーロッパやア

メリカと比べて古い建物や歴史的な景

観があまり残っていないという印象が

あります。しかし、そこに込められた

記憶や場所の特徴、あるいは生活スタ
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陣内秀信
じんない・ひでのぶ─1947年福岡生まれ。法政
大学特任教授、建築史家。工学博士。著書に、
『水都 東京…地形と歴史で読みとく下町・山
手・郊外』（ちくま新書、2020）、『イタリア都市
の空間人類学』（弦書房、2015）、『東京の空間
人類学』（ちくま学芸文庫、1992）他多数。
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イルや自然と人間関係に注目すると、

受け継がれているモノやコトは、けっ

こうあるんですよ。最近よく耳にする

インタンジブル（intangibles）なもの、

すなわち無形資産とかいわれるもので

すが、じつはむちゃくちゃ受け継がれ

ているんです。いわゆる都市や地域が

それなんですが、『谷根千』は、まさ

にそこに注目してきたわけですよ。「記

憶を記録する」ということを創刊当初

からコンセプトにしていましたよね。

僕たちが始めた法政大学の江戸東京研

究センターも、じつはそれがテーマ。

人はなぜ記録を調べ書き残すのか。な

ぜ過去のものを伝承し、語り継ごうと

するのか。地域だけではないけれど、

文化の深いところを掘り起こす作業は

とても重要です。

日本人の暮らしが見える

森─『谷根千』の関係で、アメリカ

の大学4校に講演に行ったことがある

んです。そうしたらなんとみんな『谷

根千』を知っているんですよ。これに

は驚きました。もっとも、海外の大学

とはけっこう交流があって、大学図書

館にはかなり入ってたことは知ってい

ましたし、当然読者もいるとは思って

いましたけど。

陣内─それはそうでしょう。アメリカ

には、絶対にないタイプの雑誌です。

『谷根千』の大きな特徴の一つに、聞

き書きがあります。取材をしながらま

とめていくというプロセスが重要なん

ですが、それが取材相手と信頼関係を

つくり出していく。欧米だと、そうい

うプロセス自体が成り立たないんじゃ

ないか。たとえば、建築の調査でイタ

リアなんかに行くでしょ、僕らは平気

で家のなかに入っちゃいますが、彼ら

はそれができないみたいです。階級差

もあるんでしょうが、取材が可能にな

る程度に信頼関係を築くことから始め

ないと物事が進んでいかないようで

す。とくに、その場所に暮らす人々の

日常に深く入り込み、その記憶や歴史

を掘り起こすわけですから、信頼関係

がなければ、絶対にできない作業です。

『谷根千』を読むと、新聞記事とは違

いますが、取材する側とされる側の関

係性がうまい具合にバランスが取れて

いるように思います。民俗学や社会学

の調査なんかに近いのかもしれない。

それを実際の「生きられる空間」を相

手にやってきたわけですから。そりゃ

欧米人は驚きますよ。しかも、25年

間続けてきた。
森─普通の日本人の暮らし方がよく

わかるものって、案外少なかったのか

もしれません。『谷根千』には、そん

な記事ばかり載せていましたから。う

ちの前の事務所には、いつもフリーサ

イズの喪服がかかっていたんですよ。

ある時新聞記者の方に、「これ、何で

すか?」と聞かれたんで、お世話にな

ったり話をうかがった方が亡くなった

時、すぐ葬式に行けるようにって答え

たんです。香典代わりにその方が載っ

た『谷根千』を30冊くらい持って行き、

「会葬者にお渡しください」と渡して

いました。
陣内─それは、いい話ですね。
森─取材といっても私たちの場合、

その人のライフヒストリーをまるごと

聞くわけで、普通のメディアではやら

ないことです。そういうところが、『谷

根千』の面白いところだったのかもし

れません。お葬式にはずいぶん行きま

したよ。私の撮った写真が遺影に使わ

れたり、故人の家族の方に取材テープ

を渡したりということもありました

ね。でも、もうずいぶんたくさんの方

があっちへ逝っちゃいました。
陣内─考えてみたら、すごい地域貢献

ですね。「谷根千」に暮らす人々の人

生に付き合ったわけですからね。『谷

根千』は休刊しましたが、谷根千ネッ

トとしてウェブ上で情報発信を続けて

います。今後、若い世代が引き受けて

続けていかれると思いますが、事業継

承と新たな発展というという面ではど

んなヴィジョン・感想をもっておられ

ますか。
森─それが難しいところで、結局、

「記憶を記録に換える」という『谷根千』

の根本のところは次の世代には継承さ

れなかった、残念ですけどね。その点

では、老体に鞭を打ちながらも、私た

ちがやり続けなければいけないんだろ

うなとは思っています。ただ、子ども

たちの世代は、編集には興味はないけ

れど、モノづくりには関心があるよう

で、文化財保存の大工になったり、手

づくりのお菓子づくりに励んだり、面

白そうなことをやり始めています。そ

もそもうちの名前が「谷根千工房」で

すからね、手を動かす方が面白いので

しょう。一応出版社として登記してあ

るんですが、今度定款を変更して、い

ろんな事業を展開できるようにしよう

と思っています。応援よろしくお願い

します。
陣内─これまであまり聞けなかった話

がたくさん聞けてよかったです。これ

からも、いろいろな活動を期待してい

ます。

6 	 citya l i fe 	no.132c

 『ベスト・オブ・谷根千 町のアーカイブス』
谷根千工房編著（亜紀書房、2009）
地域雑誌『谷根千』のアンソロジー。表紙には、
『谷根千』の各バックナンバーの表紙がデザイ
ンされている。中ページには、特集の復刻版も

対談を行った『谷根千』の資料庫「記憶の蔵」
（背後の建物）に隣接する文京区千駄木公園にて
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INTREVIEW─ 1

地域メディアが果たしてきたこと、その可能性

加藤晴明 中京大学現代社会学部教授 構成:村田保子

地域メディアの役割は 
「自文化の自分化」

地域メディアが、地域のことを語り、

地域の人が「地域の自文化」に誇りを

もち、地域への肯定感を形成すること。

これができているかどうかが、地域メ

ディアの役割を語るうえで重要な論点

です。この考えの前提には、「構築主義」

や「物語論」という視点があります。「物

語論」は、あらゆる事象は物語を語る

過程でリアリティが構成されると考え

ます。つまり地域はあらかじめあるの

ではなく、語ることで定義され、私た

ちはそうした語りにリアリティを感じ

ていくのです。これは個人も同じで「自

己物語」という発想があります。自己

というものは、それ自体は見えない存

在ですが、自己について語ることで自

己としてかたちづくられるという考え

方です。インターネットを活用し、私

たちが絶え間なく自己を発信している

のも、自己をかたちづくる行為。ブロ

グやSNSは、自己を物語るための文

化装置なのです。

私はこの「自己物語」という考え方

を、地域メディアに応用して理解して

います。つまり、地域メディアは、地

域の自己物語の文化装置だということ

です。地域は、物語られることで「地

域」になる。そして、そこに住んでい

る人たちが、地域メディアを通して、

自分の地域の再発見や再評価をしてい

く。自分がそこに暮らし、錨を下ろし

て生きていく場所、アイデンティティ

を付与するにふさわしい場所かを見定

めます。地域メディアは、そうした地

域と私たちのアイデンティティ形成を

媒介する装置でもあるのです。これを

地域メディア研究では「自文化の自分

化」と呼びますが、そうした対話を自

然なかたちで促す装置となること。そ

れが地域メディアの役割だと考えてい

ます。

普通の人が地域を語る面白さ

日本の地域メディア論を切り拓いて

きたパイオニアである田村紀雄先生

は、メディアの類型を「コミュニケー

ション・メディア」「スペース・メディ

ア」、地域の類型を「地理範域をともな

った社会的単位」「機能的共通性にも

とづく社会的単位」の四つに分けて考

えました。さらに2007年、コミュニ

ティFM、地域ポータルサイト、ホー

ムページ、ブログ・SNSなどの新たな

メディアを追加してまとめたものが、

現在も基本になっています（p10、表

参照）。2010年代以降はYouTuber

やブロガーを含む地方で活躍している

インフルエンサーなど、個人によるイ

ンターネットを利用した配信が、地域

と地域外の人をつなぐビジネスとして

も成長してきました。ブログ・SNSは、

むしろ個人という社会的単位と分類す

るべきかもしれません。地域メディア

と一言でいっても、かたちのあるもの

からないものまで、さまざまな形態が

あるというのが、研究分野における考

え方です。

私自身は、インターネット社会にお

ける個人のメディア表現に関心があ

り、コミュニティFMを中心に研究し、

現在は奄美大島から与論島まで有人8

島、無人6島からなる奄美群島のメデ

ィアと文化に焦点をあてた研究をして

います。地域メディアとしてのコミュ

ニティFMに注目している理由は、さ

まざまな立場の人が登場し、語ること

ができる身軽さと声メディアの機動力

です。文章を書くことは難しくても、

話すことができる人はたくさんいて、

小学生から100歳の人まで、上手く引

き出せば、掛け合いのなかで、それぞ

れの立場からいろいろなことを自由に

話します。私が感じている地域メディ

アの面白さは、コミュニティFMに見

られるような、プロフェッショナルで

はない人がメディアで地域を表現して

いるのびやかな景観にあります。元バ

スガイドや化粧品販売員など、約100

名のコミュニティFMのパーソナリテ

ィにライフストーリーを聞いたのです

が、多くの方が「生涯ラジオで話し続

けたい」と語りました。コミュニティ

FMは国から許可された公式の放送局

であり、パーソナリティの方は地域の

代表者であるという当事者意識がとて

も高い。かかわる人全員が「自分の放

送局」だという主人公感覚をもってい

るところが魅力です。

私の研究分野である奄美の例でいえ

ば、コミュニティFMである「あまみ

エフエム」は、あらゆる番組が地域の

ことを語っています。話す言葉も島口

と呼ばれる奄美の方言が多く使われ、

流す音楽もすべて奄美発の島唄や歌謡

曲・ポップスです。歴史や文化につい

てもさまざまな分野の研究者や当事者

が語り、放送局全体で奄美の文化世界

を発信し続けています。ラジオで話す

人が島口を使い続けることで、奄美の

子どもたちも自然に島口を使うように

なっているのです。また、奄美で生み

出される歌は、大好きな故郷のことを

歌ったアイデンティティ・ソングが多

く、あまみエフエムが日々そういった

放送を流すことで、島の人たちは文化

や歴史を学び、自分たちが住む地域に

対する自尊心を育んでいくのだと考え

ています。

コミュニティFMだけに限らず、地

域メディアにかかわる人たちの当事者

意識の高さは、地域メディア全体に言

えることです。しかし、個人単位の発

信については、必ずしも地域メディア

としての役割を担っているとはいえま

せん。私はインターネット研究の第一

世代で、パソコン通信の時代から、個

人の発信を定点観測し、SNSの調査

などもしていますが、自由過ぎるがゆ

えの歯止めのなさがあり、地域をテー

マにしていても、語っているのは地域

ではなく自己にとどまっていると考え

ています。有名YouTuberが個人と

8 	 citya l i fe 	no.132c

インタビュー　 地域メディアで 
つくられる 
「まち・くらし」

まちやくらしにとって、地域メディアはどのような役割を果たし、
どのような可能性をもつのか。メディア社会学が専門の加藤晴明さんと、
全国の地域メディアのつくり手をつなぐウェブサイトを主宰する
影山裕樹さんに、地域メディアの現在と未来を語っていただく。

加藤晴明
かとう・はるひろ─社会学者、中京大学教授。
1952年新潟生まれ。1976年法政大学法学部政
治学科卒業、86年同大学院社会学専攻博士後
期課程満期退学。1985年中京大学教養部専任
講師、86年社会学部専任講師、90年助教授、
2004年教授、現代社会学部教授。専門はメデ
ィア社会学。主な著書に『奄美文化の近現代史
　生成・発展の地域メディア学』（共著、南方新
社、2017）、『自己メディアの社会学』（リベル
タ出版、2012）、『メディア文化の社会学』（福
村出版、2001）など。
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しての名声を得て、ビジネスとして成

功していても、その先で地域の人を巻

き込み、集合的な経験や文化をつくっ

ていかなければ、地域に生きる人にそ

の場所で生きる意味を与える力にはな

りません。

「ひろば」という視点で 
メディアを見直す

奄美にはたくさんの紙媒体があり、

地域の人々の「自文化の自分化」を促

す装置になっています。そのなかでも、

事業を広く展開し、地域の経済に深く

かかわっている『夢島』と『machi-iro

（マチイロマガジン）』の2誌を紹介し

たいと思います。なぜなら、地域メデ

ィアが「自文化の自分化」を促す装置

としての役割を担うには、持続的に地

域の経済にかかわり、事業として継続

していくための仕組みをデザインする

力が必要だと考えているからです。

『夢島』という情報誌は、大阪からの

移住者が単身で始めた事業です。奄美

の観光情報を掲載していますが、掲載

されている店舗で食事や買い物に使え

るクーポンがついていて、地域外から

奄美に来た旅行者が手に取って島を巡

ることで、掲載した店舗でお金を使う

仕組みが上手く機能しています。また、

『夢島』は広告代理店として、広告を

出す店舗に対して経営コンサルティン

グもします。メニューをつくったり、

必要なサービス同士をつないで提携を

提案したりするなど、単なる紙媒体発

行以上のかかわり方をすることで地域

の方々と深くコミュニケーションして

います。

『machi-iro』という、奄美市名瀬地

区の情報を提供しているタウン誌は、

名瀬地区の中心部にあるなぜまち商店

街が、「NPO法人まち色」を立ち上げ

て運営しています。最初は商店街の機

関誌のような位置付けでしたが、現在

はウェブマガジンとしても展開し、ア

クセスの75%は地域外からの閲覧に

なっています。地域と地域外の人をつ

なぐメディアとして成長し、地域外の

企業がNPO法人の支援企業として会

員になるケースも増加。発行を重ねる

ごとに内容も充実し、著名人のインタ

ビューや大島紬などの地域の文化を取

材したルポルタージュを始め、綿密に

取材した珠玉の文章と写真が掲載され

るなど、非常に高いクオリティで編集

されています。

この2誌の例から言えることは、組

織化、制度化、仕組み化され、継続し

ていることがメディアとしての重要な

信頼感をつくるということ。また、外

部の人とのつながり、他事業への拡張

などの展開も重要になってきます。そ

れらを推進していくリソースが地域に

存在することが、価値のある発信につ

ながっていく。地域メディアは、誰が

何のために、どのような仕組みでやっ

ているのか、それが地域で社会的に支

持されているのかを見極めていく必要

があると考えています。

私がリサーチをしたところでは、大

都市以外の地域では、ウェブ媒体だけ

で、地域経済にかかわるダイナミック

な事業を組み立てている事業者は少な

く、人とのつながりや事業の拡張なし

に、インターネットの世界だけで続け

ていくことは難しいと結論付けていま

す。これを乗り越えるには、田村先生

が地域メディアを語るうえで大切にし

てきた「ひろば」という視点が再評価

されるべきかもしれません。紙媒体、

あるいはラジオ局のような「場」でも

かまいませんが、地域メディアは実体

を伴いながら、それを求心力として地

域の人たちとリアルにかかわり、地域

の人同士や地域と地域外の人をつない

でいく必要があります。紙媒体や「場」

という実体を伴うメディアが、インタ

ーネットを利用して外の世界へと拡張

し、再び実体を伴うメディアに還流し

ていくことが理想的です。今後、地域

メディアが地域を動かすためには、オ

ンラインとオフラインが融合した「渦」

をつくっていくことが求められると思

います。

INTREVIEW─ 2

自立性をもって、地域とゆるやかにつながるための
コミュニティメディア

影山裕樹 構成:杉山衛

刺激的だった 
ローカルメディアとの出会い

僕は生まれも育ちも東京ですが、出

版社勤務から独立した翌年に東日本大

震災があり、それ以降増えた地方の仕

事で、地方には面白い刊行物がいっぱ

いあることを知りました。ちょうど東

京中心の出版や編集の世界に対する疑

問がわいていた頃で、地方のメディア

は、もっと人々の生活に現実的にかか

わっている印象でした。販売先も自分

で開拓するし、地方の人気店を切り盛

りするようにビジネスとしても成立し

ていて、東京を拠点とした既存のシス

テムで編集・出版に携わる僕らにはな

かった感覚だと気付かされたのです。

2013年に、青森県の十和田市現代

美術館で開催された「超訳 びじゅつの

学校」という展覧会づくりに参加しま

した。それは市民と作家が一緒に展示

をつくっていくような、ちょっと変わ

った、地域にとっての美術館を問い直

すような展示でした。東京のメディア

でも展覧会の情報は流れるのですが、

そこでは市民と作家が交流するプロセ

スが見えてこない。東京目線では展覧

会という「点」に見えることも、現実

にはその土地の風土や歴史までをも含

む「線」でできている。そういうこと

ぜんぶを含めて、ここ
4 4

で起きているこ

とを伝えたい。そのためにはここに暮

らす人たちが、暮らしながら「線」の

文脈を紡いでいく、ローカルメディア

こそがふさわしい、と感じたんです。

そんな経緯があってローカルメディ

アに刺激をもらい、面白くなって取材

するなかから、『ローカルメディアの

つくりかた 人と地域をつなぐ編集・デ

ザイン・流通』（学芸出版社、2016）と

いう本が生まれました。『みやぎシル

バーネット』や城崎温泉の本と温泉プ

ロジェクト、『せとうち暮らし』（現・『せ

とうちスタイル』）など、各地のメデ

ィアに取材して紹介していますが、コ

ンテンツの紹介ということよりも、東

京のメディアづくりとは土台が違う、

編集部の立ち上がり方や読者の獲得方

法、取材や編集の様子など、ローカル

メディアならではのつくり方を意識的

に取り上げて書いた本でした。

読者との応答で立ち上がる 
コンテンツ

今では僕は、ローカルメディアとい

うより「コミュニティメディア」とい

う呼び方をするようになりましたが、

コミュニティメディアには広告収入に

依存しないものが比較的多くて、それ

がけっこう重要なことだと考えていま

す。企業の広告に依存すると、どうし

てもそこに縛られてしまう。その代わ

りに、販売による売り上げはもちろん、

会員制、あるいはサブスクリプション

などの仕組みを一緒に立ち上げること

で、収益と共に自立性を確保するよう

な工夫をしているメディアも多い。
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現在の地域メディアの類型（田村紀雄『現代地域メディア論』）
※太字が、2007年版で田村が追加したもの。

「メディア」の類型

コミュニケーション・メディア スペース・メディア

「地域」の類型

地理的範域をともなった
社会的単位

自治体広報・地域ミニコミ紙
タウン誌 ・地域キャプテン
CATV・県紙・県域放送
コミュニティFM

フリーペーパー
地域ポータルサイト
携帯電話での情報サービス

公民館・図書館
公会堂・公園
ひろば
情報センター
パソコン教室
研修施設

機能的共性にもとづく
社会的単位

サークル誌
ボランティアグループ会報
各種運動体機関紙
NPO・諸団体のホームページ
特定地域の電子会議室
ブログ・SNS

クラブ施設
同窓会館
研修所

影山裕樹
かげやま・ゆうき─1982年生まれ。早稲田大学
卒業後、雑誌編集部、出版社勤務を経て2010

年独立。現在、合同会社千十一編集室代表。ア
ート系書籍の企画編集と共に、「EDIT LOCAL」
を始めとして、さまざまなかたちで地域プロジェ
クトのディレクションに携わる。著書に『ローカ
ルメディアのつくりかた　人と地域をつなぐ編
集・デザイン・流通』（学芸出版社、2016）、編
著に『新しい「路上」のつくり方　実践者に聞く
屋外公共空間の活用ノウハウ』（DU BOOKS、
2018）、共編著に『新世代エディターズファイル 

越境する編集––デジタルからコミュニティ、行政
まで』（BNN、2021）など。
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そういう仕組みは、読者と直接的な

関係性をつくることにも有効です。そ

のつながりのなかから、メディアを自

走させていく。そういう自立性と読者

とのリレーションシップが地域のコミ

ュニティメディアの魅力だし、これか

ら重要になってくるテーマだと考えて

います。とにかく、何とか広告による

縛りから解放されたい、と、これは僕

自身の大きな課題でもあります。

というのも、僕自身は一つの場所に

居続けることが苦手で、東京に拠点を

置きながら地域のコミュニティメディ

アづくりのお手伝いをしているからで

す。今では地方にも都会の広告代理店

などが参入して、大きな予算を使った

シティプロモーションで、地域を紹介

するウェブサイトや媒体がつくられて

います。でもそこにはつくり手自身の

内発性もないし、こだわりも希薄です。

僕の考えるローカルメディアは、や

っぱり「自分がやりたい」というとこ

ろから始まります。その地域で、興味

のわいたコト、魅力のある人に話を聞

きに行きたい、と、それだけでいい。

メディアって価値観を表明するもので

あって、つくり手が、自分は何が好き

か、どうしたいのか、という思いがち

ゃんと込められてないと、ダメだと思

うんですね。

「ゆるくつながる」 
新しい地域のかたち

戦後の経済成長期以降には多くの人

が都会へと移住し、隣人との関係が

希薄な社会で生きるようになりまし

た。しかし東日本大震災以降、あるい

は近年の気候不順による災害が多発し

ているなかで、改めて地域の人たちと

のつながりや助け合いの精神が重要視

されるようになっています。昔の共同

体の窮屈さを知らない若い世代のなか

には、ムラ的な共同体に憧れて地方に

移住する人も増えましたが、現実的に

は旧弊で閉鎖的な地域も多くて、なか

なかうまくいかないこともあるようで

す。

であれば、これからの地域社会や地

域生活には、今までのような伝統的な

コミュニティとは違って、適度な距離

感をもちながら、何となくお互いにゆ

るくつながっていく、そういうフェー

ズが必要だと考えています。個々には

それぞれ独立しながらも、つながって

いる感じ。そういうゆるやかなつなが

り方のメディアとして、ローカルメデ

ィアって、すごく役立つのではないか

と思います。

たとえば福島県いわき市にUターン

してアクティビストとして活動を始

め、大震災の原発事故後には海洋の汚

染度を定期的にチェックしたり、その

復興のあり方を論じた『新復興論』（ゲ

ンロン叢書、2018）を刊行している

小
こ

松
ま つ

理
り

虔
け ん

さんは、最初にウェブでロー

カルメディアをつくり、その取材をし

ていくなかで、今の仕事につながる仲

間が増えていったそうです。

地方で暮らしていると、どんな人が

どこにいるのか、脳内マップみたいな

ものができていきますよね。そういう

ことが重要だと思う。今なら地域の自

治会に入らなくても、ウェブや紙媒体、

ラジオでもいいですが、いろんなメデ

ィアを使うことでいろんなつながりを

つくることができる。その点、取材を

するって結構便利で、つながりをつく

っていくきっかけになりやすいんです

ね。

『ローカルメディアのつくりかた』で

も、Uターンも含めて、いわゆる「よ

そ者」の効用を強調しましたが、地元

の人にはあたりまえすぎて、かえって

見えにくい地域の良さもあります。だ

から地元の人とよそ者とのバランスの

よい協力関係は、非常に重要だと考え

ています。実際、地域のコミュニティ

メディアを編集している人たちには、

IターンやUターンでそこに住むよう

になった人も多いようです。

小さな生態系をつなぐ 
ウェブサイト「EDIT LOCAL」

『ローカルメディアのつくりかた』で

紹介しきれなかった、地域のコミュニ

ティメディアやそのつくり手たちを

紹介するメディアとして、僕は2017

年に、ウェブの「EDIT LOCAL」を

スタートさせました。と同時に、い

ろんな方法で「まちを編集する」出版

社、「千
せ ん

十
と

一
い ち

編集室」を設立していま

す。千十一では京都を始めとする全国

各地で、地域のコミュニティメディア

づくりをとおして地域の文脈を掘り起

こすワークショップなども開催してい

ます。

また2019年からは、地域のコミュ

ニティメディアのつくり手たちが交流

する場となる、会員制のサイト「EDIT  

LOCAL LABORATORY」を始めま

した。ゆくゆくは「まちを編集する」

人たちが集う学会のような組織にした

いと考えていて、分科会のように参加

者自身が企画するラボが立ち上がった

り、月に1度、オンラインでみんなが

集まって、お互いにアドバイスしなが

ら、自分たちのメディアを工夫してい

く研究会を行ったりしています。

地域のコミュニティメディアのつく

り手たちは、前例がないところで、そ

れぞれ自分で工夫しながら独自の方法

を編み出してきました。それはすごい

ことです。地域やコミュニティには閉

鎖的なところがあって、それは時に排

他的で窮屈であるかもしれないけれ

ど、それゆえに「そこにしかない独自

性」も生まれています。グローバリゼ

ーションが進む今日では、地球全体が

一つの均質な都市空間を目指している

ようでもありますが、ある種の限定性

や、閉鎖性ゆえの豊かさというものは

きっとあると思います。

そうした限定的で閉鎖的でもある地

域性やコミュニティにどっぷり浸かる

のではなく、といってそこから完全に

逃げるのでもなく、ゆるやかにつなが

りたい。そのためにはつながり方のい

ろんな可能性があることが必要だと思

います。その一つが地域のコミュニ

ティメディアでしょうし、そうした

地域間、コミュニティ間をさらにゆ

るやかにつないでいくのが、「EDIT 

LOCAL LABORATORY」の役割だ

と考えています。

ローカルメディアは、直接的なまち

づくりやまちおこしに寄与するもので

は、必ずしもありません。むしろ大文

字のまちづくりやまちおこしから考え

るのではなく、自分たちはこれが好き、

これがやりたい、を核としたコミュニ

ティメディアがささやかな共感を読者

へと広げて、小さなビオトープ、生態

系のようなものができる。そういう小

さなコミュニティが、たくさんできて

いくことが重要だと考えています。そ

のたくさんあるコミュニティに複数参

加していくことで、これからの時代を

生きる人たちの生活が、より重層的で、

より豊かなものになっていくのではな

いかと思います。
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●千十一編集室が企画協力を行い、100を超える地域メディアが一堂に会した「地域の編集」展（日本新
聞博物館、2019年）の展示風景（photo:Ryosuke Kikuchi）

●地域メディアのつくり手やまちづくりの担い手
を紹介する「EDIT LOCAL」ホームページ（2017

年～）

●さまざまな仕掛けでまちを編集する人たち
をゆるやかにつなぐ、会員制の「EDIT LOCAL 

LABORATORY」ホームページ（2019年～）

●影山さんが2016年に刊行し、全国の地域メデ
ィアづくりに大きな影響を与えた『ローカルメデ
ィアのつくりかた』（学芸出版社）
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1兵庫県豊岡市NPO法人本と温泉
 城崎温泉でしか買えない、「地産地読」をめざす
本と温泉プロジェクト 

文人に愛された温泉街ならではの 
ユニークな本

耐水性の高い用紙を選び、お湯に浸

かりながらでも読めるように工夫さ

れた造本に、タオル地のブックカバ

ー。タイトルは『城崎裁判』。城崎温

泉で始まった「本と温泉プロジェクト」

のためにベストセラー作家・万城目学

が書き下ろし、NPO法人本と温泉に

よって2014年に刊行された短編小説

だ。このプロジェクトからはその後

も、城崎の冬の名物であるカニをかた

どったブックデザインも楽しい、湊か

なえ作の『城崎へかえる』（2016年）、

温泉街にはつきもののゲタの表紙から

ジャバラ仕立てで展開する、t
ツ ペ ラ

upera 

t
ツ ペ ラ

uperaによる切り絵の絵本『城崎ユノ

マトペ』（2020年）と、人気作家が城

崎をモチーフとして手がけるオリジナ

リティの高い本が刊行され続けてい

る。そのいずれもが、ここ城崎温泉で

しか買うことができないとあって、刊

行のたびに大きな話題を呼んできた。

兵庫県豊岡市にある城崎温泉は、

2020年に開湯1300年を迎えたとい

う長い歴史をもつ。大
お お

谿
た に

川
が わ

に沿って開

けた温泉街の川べりには柳の木が植え

られ、木造三階建ての宿を始め、県の

景観形成重要建造物にも指定されてい

る個性的な橋梁群など、情緒たっぷり

の町並みが多くの観光客を引きつけて

いる。この温泉街の大きな楽しみの一

つが、それぞれ特色をもった七つの外

湯めぐりだ。ここ城崎温泉では、正装

は浴衣姿とゲタ履きとされており、町

をそぞろ歩きながら温泉を楽しむ人が

多い。

こうした長い歴史と風情のある温泉

街は、志賀直哉、有島武郎、与謝野晶子、

司馬遼太郎など、多くの文人にも愛さ

れてきた。なかでも志賀直哉は、療養

のために訪れた城崎温泉での日々の体

験をもとに、生と死をめぐる小説『城

の崎にて』を書き、日本の私小説を代

表する作品と評価されている。「本と

取材・文：杉山衛 photo提供：NPO法人本と温泉 

温泉プロジェクト」は、志賀直哉の来

湯100周年にあたる2013年を記念し

て何かできないか、と考えたことがス

タートになったという。

キーマンがつなぐネットワークで 
プロジェクトが始動

プロジェクトの中心となったのは、

45歳までの若手の旅館経営者を会員

とする城崎温泉旅館経営研究会、通称

二世会だ。「多くの文人が訪れた城崎

温泉には、昔から〈文学といで湯のま

ち〉というキャッチフレーズがありま

した。でも僕らには、文学で城崎温泉

をアピールするいい方法が考えつかな

かった」と、NPO法人本と温泉の2代

目の理事長を務める冨田健太郎さん

は、そう振り返る。

城崎温泉には23の文学碑がある。

また自分で詠んだ歌を投函する「歌の

ポスト」が4箇所に設置され、毎年度

末には優秀作品を表彰するコンテスト

も行われている。1996年には、ゆか

りの文人に関する展示を行う城崎文芸

館も開館しているが、二世会のメンバ

ー自身、観光客に訊ねられてもうまく

説明できないくらい、文学とは疎遠に

なっていたという。

そんな二世会のよき相談役になった

のは、後に城崎国際アートセンターの

初代館長に就任した田口幹也さんだっ

た。東京でメディア制作などに携わり、

東日本大震災を機に豊岡市にUターン

してきた田口さんは、当時「おせっか

い」という肩書きの付いた名刺を持っ

て、まちづくりや市の広報・コミュニ

ケーション戦略への提言を精力的に行

っていた。現在本と温泉プロジェクト

のプロデュースを手がけている、幅
は ば

允
よ し

孝
た か

さんを紹介したのも田口さんだっ

た。幅さんは東京でB
バ ッ ハ

ACHという会

社を主宰し、書店やライブラリーのデ

ィレクションや本に関するイベントな

どを手がける「本」のプロだ。田口さ

んというキーマンの存在で二世会と幅

さんたちの「縁」がつながり、プロジ

ェクトは具体的な像を結び始めること

となった。

「歴史を継承しつつずっと残っていく

コト、事業として継続して発信し続け

られるコトを強く意識した」と、冨田

さんは本づくりをめざした当時の二世

会の想いを語る。その想いにふさわし

く、志賀直哉来湯100年記念ではまず

原点に還って『城の崎にて』の本編に、

今の人にも読みやすいように解説書を

付けた、2冊組函入りで刊行した。サ

イズも、浴衣の袂に入れて持ち歩ける

ようにと、文庫本の半分ほどの豆本に

した。これと並行して始まったのが、

著名な作家を実際に城崎に招き、その

体験をとおして城崎にまつわる新作を

書き下ろしてもらうというプロジェク

トだった。

ここで生まれた本をここで読む 
「地産地読」

城崎で生まれた物語なら城崎で出版

するのがふさわしいと、二世会のメン

バーを中心にNPOを立ち上げ、本の

制作は幅さんが、配本や在庫管理は

NPOが担当することになった。しか

し販売の手を広げるとNPOメンバー

の旅館業務に支障が出てしまう。そこ

で発想を逆転し、町の旅館や土産店だ

けで売ることにした。そこから「地産

地読」という独自のコンセプトが生ま

れてきた。

最初の書き手として白羽の矢が立て

られたのは、京都や大阪を舞台にした

小説で知られる大阪府出身の万城目学
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ケーススタディ─1　 地域を変える 
エリアブックレット・ 
ネットワーク
エリアブックレットは制作・刊行・配本を通して、
地域に独自のネットワークをつくっていく。
その場所をテーマにその場所でつくられた本を、
その場所だけで売る「地産地読」と、
宿泊施設とカップリングして、多くの移住者を引き寄せる、泊まれる出版社。
二つのユニークな試みを紹介する。

●NPO法人本と温泉の2代目の理事長の冨田健
太郎さん。現在は次に出す本の企画を構想中

●川に沿って柳が植えられ、外湯めぐりの浴衣姿がそぞろ歩く風情豊かな城崎温泉
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さん。万城目さんには冬と春の2回に

わたり城崎に滞在してもらい、構想

を練ってもらった。『注釈・城の崎に

て』に続いて2014年に刊行されたこ

の『城崎裁判』も評判が高く、初版の

1000部がわずか数週間で売り切れた

ほどだ。次の作者となった湊かなえさ

んは万城目さんの紹介だったが、湊さ

ん自身、シーズンには毎年のようにカ

ニを食べに訪れていた城崎ファンで、

二つ返事で引き受けてくれたという。

「来てもらえれば、絶対城崎を気に入

ってもらえるという自信はあった」と

言う冨田さん。湊さんはもちろん、幅

さんや万城目さん、最新刊を担当した

tupera tuperaさんも、このプロジェ

クトを機に城崎温泉に魅了され、SNS

やイベントなどをとおして今も交流が

続いている。

「城崎を好きになってくれた人がつく

り、城崎に来て、この町やお湯を体験

してくれた人に読んでもらう。そこを

目標に据えれば数を売る必要はなく、

地元だけで売っていればいい。それが

地産地読の考え方です。作家のみなさ

んも僕たちの心意気に共感して参加し

てくださっていますから、決して絶版

にしないと約束しています」と冨田さ

ん。こうした地産地読の本は、出版で

あると共に城崎のお土産品でもあるこ

とから、ブックデザインにも趣向が凝

らされている。これまでは手頃なお土

産品が少なかった城崎温泉だったが、

今ではこの本を買うことを楽しみに足

を運ぶ観光客も増えているという。

共存共栄のコミュニティーを 
補完するエリアブックレット

本と温泉プロジェクトが地元へもた

らした影響も大きい。当初はあまり

乗り気ではなく、「お付き合い」で本

を置いてくれていたような旅館や土

産物屋も、大きな反響と売れ行きに、

NPOへ続々と注文を入れるようにな

った。つい先日も、『城崎裁判』を2時

間かけて袋詰めし、その足で自転車で

届けて回って来たという冨田さんは、

町の人たちが地域の文化としての「文

学」を見直し始めたと感じている。「か

つては旅館の主人や町の人たちにも、

文化人を受け入れる素養や度量があっ

た。今回のプロジェクトで、そうした

先人が培ってきた、文学を楽しむ下地

ができてきたように思われます」と、

冨田さんは言う。

七つの外湯とそれをめぐる楽しみを

大切にしてきた城崎温泉には、もとも

と温泉街全体が一つの宿であるという

考え方が根付いてきた。この風情ある

城崎の温泉街は、じつは志賀直哉が来

湯した12年後の1925年に起きた北但

大震災とそれに伴う火災によって、ほ

ぼ全域にわたって一度消失してしまっ

ている。そこからの復興を果たしたこ

とは、この地域の共有の財産ともな

っている。そうした互助の精神から、

1970年代には源泉を私有せず、町の

共同の財産として管理運用する「財産

区」の制度が確立されている。今回の

コロナ禍直前までは、ちょうど本と温

泉プロジェクトと同じ2013年頃から

市がスタートさせたインバウンド戦略

が功を奏し、わずか数年で外国からの

観光客が30倍、40倍と伸びていたが、

そんななかでも、団体客は受け入れな

いなど、みんなで町の風情を大切に育

てていく精神が大切にされてきた。

「本と温泉プロジェクトはインバウ

ンドと共に、観光客がピークを迎え

る11月から3月にかけてのカニのシ

ーズン以外にも、人を呼べる仕掛けと

して機能しています。2014年には行

政主導で豊岡市を演劇の町として世界

に発信する城崎国際アートセンターが

ここ城崎に置かれ、その相乗効果も期

待されています」と冨田さん。海外か

らの観光客に向けては、『注釈・城の崎

にて』の英語版の制作も構想中だとい

う。世界的な演劇の町を目指す大きな

アート政策とも共存しながら、本と温

泉プロジェクトから生み出される「本」

は、志賀直哉の『城の崎にて』に続く

城崎温泉の文化的遺産になっていきそ

うだ。

2神奈川県足柄下郡真鶴町真鶴出版
 出版と宿で真鶴の魅力を発信する 

真鶴の魅力を伝える「町歩き」

「泊まれる出版社」というコンセプト

で、出版社とゲストハウスを運営する

真鶴出版。川口瞬さんと來
き

住
し

友美さ

んのご夫妻が、2015年に真鶴の空き

家を改装して移住し、同じ建物で自

宅兼オフィス兼宿として、川口さん

が出版、來住さんが宿の運営をスタ

ート。2019年に向かいの空き家を使

えることになり、その空き家を改装し

て真鶴出版2号店として宿の客室と出

版社のオフィスを移転した。來住さん

は、タイやフィリピンで国際協力に取

り組み、NGOのインターンとしてフ

ィリピンのゲストハウスで働いていた

こともあり、帰国後に都市ではなく地

方に住んで、ゲストハウスを運営した

いと考えていた。川口さんは大学卒業

後、IT企業に勤務しながら出版事業

を開始し、インディペンデントマガジ

ン『WYP』などを発行。來住さんがフ

ィリピンに行くタイミングで退職し、

一緒にフィリピンに渡り、英語留学し

ていた。二人でフィリピンから帰国す

ると同時に真鶴へ移住し、それぞれが

やりたかった事業を開始。移住先を真

鶴に決めた理由は、地域活動をしてい

る知人のフォトグラファーから紹介さ

れたことがきっかけだった。真鶴町が

取り組む「くらしかえる真鶴」という

試住プロジェクトの第1号として、2

週間の移住に向けた生活を体験。商店

街にある空き家を改装した物件で暮ら

し、真鶴町役場の職員の案内で町を歩

いたり、物件を巡ったりしながら、商

店街や地域の人と交流していくなか

で、町への愛着を深めていったという。

真鶴は神奈川県南西部の真鶴半島に

ある小さな港町で、東京からは電車で

約1時間半。港に向かうすり鉢状の地

形に、網目のように複雑に入り組んだ

路地が張り巡らされ、家や商店が連な

っている。この路地は「背戸道」と呼

ばれる真鶴ならではの特徴の一つ。す

れ違う人の距離を縮めると共に、暮ら

しの気配が路地に滲み出ている様子

が、このエリアの大きな魅力となって

いる。

ゲストハウスとしての真鶴出版が宿

泊者に提供するサービスに、「町歩き」

というものがある。「背戸道」を1〜2

時間かけて歩きながら商店や港を巡

り、出会った町民と交流していく体験

を提供するもので、試住期間に川口さ

んと來住さんが体験した、地域の人た

ちとの交流を通して、感じることがで

きる真鶴の魅力を伝える機会となって

いる。

「不思議なもので、ゲストがその時に

求めている町民に出会うことが多く、

偶然の出会いの面白さを喜んでいただ

いています。移住希望者は移住を叶え

た人と出会って、その経験を聞くこと

ができたり、建築を仕事にしている人

が移住者の建築家と出会って、真鶴の

建物について会話が弾んだり、それぞ

れのゲストが会うべき人に会って、真

鶴を深く知るきっかけにしてもらって

います」と川口さん。宿泊者が地域の

商店で買い物や飲食をすることも、地

元の商店の人たちから歓迎されてお

り、地域内で真鶴出版の出版物を販売

する店舗なども増えているという。

真鶴に住む人に 
地域の魅力を伝える

川口さんと來住さんが移住した翌年

に発行した『やさしいひもの』は、お

二人が真鶴に移住した時に感動したと

取材・文：村田保子 photo提供：真鶴出版 
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左上●志賀直哉作の本編と、それより分厚い注釈が付いた、箱入りの豆本『注釈・城の崎にて』、2013年
右上●お湯に浸かりつつ読む。地産地読を象徴する造本となった『城崎裁判』、万城目学著、2014年
左下●冬の名物であるカニの殻から、つるんと中身が出てくる『城崎にかえる』、湊かなえ著、2016年
右下●温泉街を歩く下駄から展開される、ジャバラ仕立ての切り絵絵本『城崎ユノマトペ』、tupera 

tupera作、2020年

●真鶴出版の川口瞬さん（左）と來
き

住
し

友美さん
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いうひものについて、食べ方や歴史な

どを紹介した一冊で、町にある3軒の

ひもの店と協力して制作した。この本

の最大の特徴は、「ひもの引き換え券」

が付いていること。この券を真鶴のひ

もの店に持って行けば、もれなくひも

のがプレゼントされる。書店や真鶴出

版のウェブページなどを通して1000

部を販売し、200枚以上の引換券が回

収された。引換券利用者のなかには、

真鶴出版に泊まった人もいるという。

「出版は真鶴という地域や宿の広報部

門にもなっていると思います。全国の

書店で宿の宣伝ができるのは、大きな

メリットです。書店の方や本を見つけ

てくれた方がインターネットやSNS

で発信してくれて、広がっていったと

いう面もあります」と川口さんは話す。

真鶴出版では、出版物を通して地域

外の人へ真鶴の魅力を伝えると共に、

地域の文化を掘り起こし、出版物とし

て発行していくことにも取り組んでい

る。『奇僧　風外道人』は、風外とい

う僧侶が真鶴に暮らしていたことを発

見するまでの経緯をまとめた本で、著

者は真鶴町の初代町長。絶版になって

いたこの本を、著者の孫からの提案で

復刻することを決めた。この他、近所

に住む70代の女性の詩集を出版した

ことをきっかけに、「真鶴文庫」とい

うシリーズを立ち上げ、今後は町民の

方に向けた自費出版というかたちでの

展開も予定している。インターネット

の普及により、広くたくさんの人に情

報を届けるという出版の意味や役割に

変化を感じていたという川口さんは、

真鶴に出版社があることで、少数の人

が喜んでくれるような地域に向けた出

版の必要性を感じ始めたと話す。

「どこの地域も同じだと思いますが、

ずっと地域内に住まわれている方は、

自分の町の良さに気付きづらいところ

があります。地域内の出版活動を続け

ていくことで、住んでいる方が『真鶴

の町っていいよね』と感じてくれるき

っかけになったら嬉しいです」

真鶴出版の人気商品として毎年発行

している『港町カレンダー』について

も触れておきたい。画家の山田 将志さ

んが描く港町の暮らしを切り取った絵

をカレンダーにしたもので、山田さん

によるエッセイやマンガなども付いて

いる。このカレンダーは2021年で4

年目の発行を迎えるが、最初の2年間

は地域の人に向けて『真鶴カレンダー』

というタイトルで販売。古い駅が描か

れた絵を見て、「この駅が大好きなの

だけど、そろそろ取り壊されるのでは

ないかと思っていたから、カレンダー

になって嬉しい」と泣いて喜んでくれ

た高齢の方もいたという。

川口さんは、町歩きを継続していく

なかで、最初の頃は「なんでわざわざ

こんなところに来るの？」と不思議が

っていた商店の方が、「こういうとこ

ろが好きなんでしょ？」とわかってく

れるようになった変化も経験。地域の

方々へ働きかけることの意味を日々感

じているという。

共通項をもつ層に届ける

真鶴出版の出版物は、地域内、地域

外の垣根を越えて、さまざまな方向へ

展開を見せている。なかでも『やさし

いひもの』は韓国語版の出版へと発展

している。これは、真鶴出版に宿泊し

た韓国人の女性からオファーがあった

もので、この韓国語版を見て真鶴出版

を訪れたゲストもいるという。出版と

宿の相乗効果が海を越えて広がってい

ることに驚かされる。『真鶴カレンダ

ー』は、『港町カレンダー』と名称を変

え、東京や大阪など国内各地のギャラ

リーや店舗などで原画展と常設での販

売が行われ、地域外の人たちへと展開

しているが、こちらも英語版の作品集

をつくり海外で販売することを目指し

ている。

川口さんは、真鶴を好きになる人に

は共通項があると話す。知名度が高い

場所や人が多い場所が苦手で、海や自

然を感じながら自分と静かに向き合い

たいというマインドをもっており、そ

れは海外の人にもあてはまるという。

クリエイターや建築家、写真家、まち

づくりにかかわっている人も多く、同

じようなことを考えている人が世界中

から集まってきていると分析する。

「もともと真鶴出版が発行する出版物

は部数も少なく、それほどたくさんの

方に届けようという気持ちは強くあり

ません。地域外への出版活動としては、

今後も国内外を問わず、共通項をもつ

一定の層に届けばいいなと思っていま

す」

そう話す川口さんが、ずっとやりた

いと考えていたのが「全国のローカル

プレイヤーと一緒に出版物をつくる

こと」だった。2021年5月、地域の日

常を再発見する雑誌『日常』を発行し、

それを実現した。雑誌『日常』は、一

般社団法人日本まちやど協会の宮崎晃

吉さんの呼びかけにより企画がスター

ト。まちやどとは、まち全体を宿とし

て見立て、まちぐるみで宿泊客をもて

なし、地域価値を向上させていく仕組

みで、全国の22の宿泊施設が日本ま

ちやど協会に参加している。まちやど

の一つでもある真鶴出版が発売元を担

い、川口さんは編集長として制作に携

わり、年刊誌というかたちで継続して

いく予定。エリアを横断する媒体とロ

ーカルプレイヤーのつながりが、今後

どのように展開していくか楽しみだ。

自分たちの暮らしを 
豊かにすることで町も豊かになる

ここ数年で、真鶴はテレビや雑誌な

どのメディアに取り上げられることが

多くなり、移住先として興味や関心を

もつ人が少しずつ増えていることを、

川口さんは実感しているという。真鶴

出版の「町歩き」で町民に出会ったこ

とをきかっけに、移住を決めた人もい

れば、川口さんが立ち上げた移住希望

者がつながるSNSなどのネットワー

クがきっかけになった人もいる。パン

職人の修行をしていた人が真鶴出版に

宿泊し、川口さんや町民から「町にベ

ーカリーができたら嬉しい」という声

を聞き、実際に移住してベーカリーを

オープンしたケースもあるという。同

様に真鶴出版をきっかけとして、真鶴

に移住した人が、コーヒー店やカレー

店などを始め、徐々に町に活気が生ま

れている。

「自分で商売をする人が増えて、小商

いが集まる町になっていったら面白い

ですね。移住者を増やすことを目的と

して活動しているわけではありません

が、真鶴を好きな人を増やしたいとは

思っています。ただ、町のためにやっ

ているわけではなく、自分たちの生活

を豊かにするためにやっているという

姿勢が基本であり、それは今後も大切

にしていきたい。その結果として町も

よくなったらいいなと考えています」

川口さんが、今後やってみたいこと

は、『日常』で実現した他の地域のプ

レイヤーと協働する体験を、地域内に

も広げていくことだという。

「『日常』の編集などを通して、他の

地域の取り組みを知ることで、そうい

った考えが出てきました。たとえば、

地域内の移住者と一緒に、新しい場所

をつくり、運営していくことなどをイ

メージしています。場所が欲しいとい

うことではなく、一緒に何かをつく

り、継続していくという体験をするこ

とで、地域がより強くなっていくので

はないかと考えています」と川口さん。

綿密な計画が最初にあるわけではな

く、動いていくなかで生まれる出会い

やアイデアを丁寧に拾ってかたちにし

ていく。主体はあくまで自分たちの暮

らしであるという自然体な活動は、静

かに多くの人を巻き込みながら広がり

続けている。
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上●「背戸道」と呼ばれる真鶴の路地
右●港に向かってすり鉢状になった地形が特徴的な
真鶴の風景

左●真鶴出版宿泊者へのサービスとして行っている「町歩き」
上●地元の商店の人と会話をしたり、「背戸道」を始め、真鶴らしさを感じられる町並みを巡る
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1盛岡の、飾らない「ふだん」を 
伝える『てくり』 photo提供：まちの編集室 （※特記のないもの）

2005年5月、盛岡市のリトルプレ

スとして創刊した『てくり』。フリー

ランスの編集者、ライター、デザイナ

ーらが、日頃の仕事では疎かにできな

い、クライアントや広告主の意向から

離れ、「自分たちがつくりたいものを

つくろう」と意気投合したことをきっ

かけに誕生した。話し合いをスタート

した2001年当時、6名だったメンバ

ーは紆余曲折を経て、いずれもフリー

ランスの編集者・ライターの赤坂環さ

ん、水野ひろ子さんと、デザイナーの

木村敦子さんの3名で、有限責任事業

組合まちの編集室を設立。創刊以来、

常に3名で毎号の企画を練り、取材・

執筆、誌面構成を行いながら、年に2

回（春・秋）発行し続けている。

コンセプトは「伝えたい、残したい、

盛岡の〈ふだん〉を綴る本」。『てくり』

の名の由来は毎号の奥付に記されてお

り、そこにはいろんな思いが込めら

れていることがわかるが、一つには

「てくてく」よりもゆっくり、「てくり、

てくり」と歩く速度で、「この街にし

かない〈毎日〉を大切にしたい」と考え

てのものだ。

「集まったメンバーが、みんな同世代

の女性だったので、日常生活で考えて

いたことに共通点がありました。全国

的にそうだと思いますが、盛岡でもそ

の頃、郊外に大型店ができて市街地の

古い建物がなくなってきたり。身近に

あったものが失われていくことを目の

当たりにして、今あるものを残したい、

記憶に残るように記録しておきたいと

いう方向性が、話し合いのなかで出て

きました」（赤坂さん）

「お手本にしたのは、イラストレー

ターの大橋歩さんが1人でつくり、取

次も通さずに販売し始めた雑誌『アル

ネ
＊1

』です。誌面が素敵だったことはも

ちろん、出版社じゃなくても雑誌をつ

くって、販売もしちゃっていいんだっ

ていう気付きをもらいました」（木村

さん）

創刊が具体化してきた当時、たまた

まメンバーが一緒にした仕事の報酬

が、冊子を1000部印刷できるほど残

っていた。制作費に関しては、広告を

掲載してしまうとそれが手かせ足かせ

になってしまうと考え、最初から掲載

しないと決め、完全に手弁当でスター

ト。そうして1000部刷り上がった創

刊号「橋をわたって、川をこえて。」に

は500円の定価を付け、自分たちの足

で、知り合いの書店や喫茶店などを回

り、少しずつ置いてもらった。この他

県外でも、京都の恵文社など自主制作

本を取り扱っている書店に連絡をと

り、置いてもらうことができた。その

なかの一つ、盛岡市の老舗書店「さわ

や書店」では、カリスマ店長として全

国にも知られた伊藤清彦店長（故人）

の後押しもあり、創刊号が飛ぶように

売れた。

「今でも覚えているけど、さわや書店

に行ったら、伊藤店長が〈売り切れちゃ

ったから増刷しないか〉って言ってく

れて。その場で水野さんに電話をかけ

て〈どうする? 刷っちゃう? もう1000

部刷っちゃう?〉って」（木村さん）

「それで1000部刷ったら、それも売

れちゃったから、結局また1000部刷

ったんだよね。一辺に刷れば印刷代も

安く済んだのに」（赤坂さん）

盛岡では書籍が3000部売れればベ

ストセラーと言われているそうだが、

『てくり』創刊号はその3000部をクリ

ア。「こんなに売れるなんて、すごく

驚きました」。以降、特集の内容によ

って多少の増減はあるが、基本的には

3000部を発行し続けている。なお、

制作費・印刷費は毎号の売り上げで賄

い「ずっと自転車操業」と笑う。

最 新 号 で あ る29号 は、2021年4

月に発行された。特集テーマは「My 

Standard　〈ふつう〉を更新する。」。

じつは前号の28号から、1年半ほど

空いての発行となった。コロナ禍にあ

って、感染者ゼロが長く続いた岩手県

では、なおさら、外に出て人と会うこ

とが難しく、特集テーマ決めも難航し

たという。コロナ禍前には「東北ディ

スティネーションキャンペーン」に絡

めた特集も考えたが、改めて「ふつう」

の日常を問い直す、原点に立ち戻った

テーマとなった。

また『てくり』は、表紙の写真から、

全体を通してグラフィックの美しさも

特徴だが、この写真も、レギュラーカ

メラマンである奥山淳志さんを中心

に、ネガ撮影の紙焼きプリントを使用

しているという。最近では印画紙の製

造が減っているため、一部、デジタル

化もしているが、今なお、約8割が紙

焼きだそうだ。

「ヴィジュアル誌のように見えるけ

ど、文字量も多いし、内容も結構硬派

なんだよね」と木村さん。赤坂さんは、

「ちょっと硬いんだよね、私（笑）。た

だ、『てくり』は情報誌ではなく、読

み物。人や町の記録としてつくってい

創刊 2005年

発行 年2回

定価 660円（税込）

編集・発行  まちの編集室 
 （有限責任事業組合まちの編集室）

代表者 赤坂環・木村敦子・水野ひろ子

所在地 岩手県盛岡市

URL https://tekuri.net
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ケーススタディ─2　 まちの魅力、 
徹底的に伝えます!
自分たちが暮らす町で、地域の情報や魅力を伝える
エリアブックレットをつくろうという動機の背景には、
その町への愛着や誇り、何かを変えたいという課題があるはずだ。
各地域で魅力的なエリアブックレットの制作に取り組む編集部・編集人に、
創刊の経緯やコンセプト、制作の喜びや苦労をうかがう。
取材・文:斎藤夕子

●『てくり』最新刊、29号の特集は「My Standard　〈ふつ
う〉を更新する。」（photo:坂本政十賜）

●今なお、写真の8割は紙
焼きプリントを使用してい
るというヴィジュアルの美
しさには定評がある

●まちの編集室の3人。左から、水野ひろ子さ
ん、木村敦子さん、赤坂環さん

●盛岡市内には北上川・中津川・雫石川が流れ、
空が広く感じられる。『てくり』創刊のテーマも
「川」だった。なかでも「中津川」は、制作者の3

人が気に入っている盛岡の風景の一つ

●毎年10月頃になると、中津川にはサケが遡上し
てくる

●宮沢賢治ゆかりの民芸店として知られる光原社
の喫茶・可否館。ここも3人が気に入っている場所
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るので、情報が古びることもない。丸

一日でじっくり読めるくらいのボリュ

ーム感であることは意識してつくって

います」。

今回の取材では、都合がつかなかっ

た水野さんにはお話をうかがえなかっ

たが、赤坂さん、木村さんの掛け合い

から、『てくり』独自のスタイルが生

まれていることが伝わってきた。しか

し、ずっと3人でつくってきた雑誌で

あるだけに、その継続性については課

題もあるという。木村さんは、お手本

にしてきた『アルネ』が30号で終了し

たことを意識しているとも語った。た

だ、コロナ禍は大きなきっかけの一つ

だが、働き方や暮らし方、「日常」に

対する意識が大きく変化しつつある今

だからこそ、「てくり、てくり」とス

ローダウンした視点で、「ふだん」を

綴る雑誌の存在は、とても頼もしい。

＊1─『アルネ』：2002年10月〜2009年12月ま
で、季刊誌として年4回発行されていた雑誌。
企画・取材・撮影・編集・デザインのすべてをイラ
ストレーターの大橋歩が行う。流通コードをも
たない自社発行出版物として販売された。

2熟年世代のコミュニケーションツール 
『みやぎシルバーネット』 photo提供：千葉雅俊 （※特記のないもの）

2021年3月、河出書房新社から『シ

ルバー川柳　明日があるさ編』という

単行本が発刊された。『シルバー川柳』

シリーズとしては第15弾（15冊目）に

あたり、帯には「シリーズ累計40万部

!」と記され、その人気ぶりを伝えてい

る。編者は「みやぎシルバーネット+

河出書房新社編集部」。この『みやぎ

シルバーネット』とは、「60歳からの

情報紙」として、宮城県仙台市を中心

に、毎号3万6000部が配布されてい

る月刊のフリーペーパーだ。その人気

連載が、読者から投稿される「シルバ

ー川柳」である。

『みやぎシルバーネット』の創刊は

1996年11月。モノクロ4ページのタ

ブロイド判として創刊し、2005年に

8ページ化、2006年からはオールカ

ラー8ページへと進化しつつ、2021

年7月末現在までの25年間、通巻297

号に至るまで、毎月発刊され続けてい

る。配布エリアは仙台市内を中心に、

隣接する多賀城市、名取市、岩沼市の

一部。2007年からは毎日新聞への折

込がスタートし、現在の発行部数へと

増刷された。

発行人である千葉雅俊さんは、仙台

市の広告代理店勤務を経て独立。前職

でタウン紙の制作に携わっていた経験

を生かし、1人で「みやぎシルバーネ

ット」を立ち上げた。最初こそ、デザ

インは外注していたが、今ではデザイ

ンソフトも自在に操り、制作のすべて

を1人で行っている。

「前職でタウン紙をつくっていた時に

も、若者向けの情報を取材するよりも、

お年寄りから話を聞いて記事をつくる

方が楽しいと感じていました。また町

を見わたすと、若者向けの情報紙はか

なりありましたが、お年寄りに焦点を

当てた情報紙はほとんどありませんで

した。フリーペーパーをつくるには、

制作費を捻出するために広告を出して

もらう必要がありますが、その点に関

しては前職で知り合った営業マンが手

伝ってくれるというので、やってみる

ことにしたんです」

高齢者向けの行政サービスや健康サ

ポート情報、あるいはイベント情報な

ど、お年寄りが必要とする情報をわか

りやすく提供することを旨とした『み

やぎシルバーネット』だが、創刊号で

は、仙台ゆかりの著名人・さとう宗幸

のインタビューを1面に載せるなど、

高齢者に限らず、広く興味をもっても

らえるような工夫を凝らした。発行部

数は1万部。創刊当時、仙台市内には

行政が運営する市民センターが約50

カ所、老人憩いの家が約50カ所にあ

ることから、「それぞれ100部ずつ配

れば1万部になると思って設定した数

字です」と千葉さん。しかし現実は甘

くなかった。配布もすべて自分の足で

始めた千葉さんだったが、そもそも設

創刊 1996年

発行 月刊

定価 フリーペーパー

発行  みやぎシルバーネット

代表者 千葉雅俊

所在地 宮城県仙台市

URL http://silvernet.la.coocan.jp

　

置の承諾を得るだけで一苦労。施設側

が受け取ってくれても、利用者の目に

つく場所には置いてもらえなかった

り、スペースがないからと、事務所内

にしまわれたままになっていることも

しばしば。翌月2号目を持って行くと、

1号目が丸ごと残っていることも珍し

くなかった。

そこで千葉さんは単に施設に配布す

るだけではなく、お年寄りが確実に手

にとってくれる方法を模索。施設ごと

の残部を見極めて配布部数を調整する

と共に、配布先も工夫し、仙台市の高

齢者ネットワークである「仙台市老人

クラブ連合会」の重鎮に相談をして、

各地の老人クラブに配布できるように

なった。さらに市内の各病院にも設置

を依頼して回った。そうして約3年後、

配布予定部数が1万部では不足するよ

うになり、1万1000部へと増刷する

ことに。千葉さんは、「この時の達成

感は格別。25年間で一番嬉しかった

かもしれない」と当時を振り返る。

千葉さんは現在も、『みやぎシルバ

ーネット』の大半（新聞折込や郵送し

ているもの以外）を、毎月3日間ほど

かけて配布して回っている。

「現場を回って配布しているからこそ

得られる情報があります。フリーペー

パーは、つくって満足しているだけで

はダメで、それが、どこで、どれくら

い読者に届いているのかを知ることが

大切です」。それは単に制作のモチベ

ーションという話ではない。フリーペ

ーパーに出稿してくれる広告主への責

任でもあるという。

そして「シルバー川柳」である。当然、

読者の増加に伴い投稿数も確実に増え

た。今や、毎月ハガキや封書で220通

前後の投稿があり、しかも、1人で5作

前後投稿してくることも珍しくない。

千葉さんはそれらに丸2日かけて目を

通し、特選1作、秀作3作を選ぶ。さ

らに「できるだけ多く掲載する」ことを

モットーに、紙面2ページを使って約

300句を掲載している。読者は紙面に

ギッシリと掲載された川柳を見ては、

知り合いの名前を探したり、より良い

作品をつくろうと意欲を燃やすのだ。

しかもこれまでには、川柳の投稿を

通じて川柳同好会が誕生したり、一緒
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●『みやぎシルバーネット』編集長の千葉雅俊さん

●千葉さんは高齢者向けのイベントで「シルバー川柳」の講習会なども行っている。講習会に参加した
ことをきっかけに投稿者となり「生きがいができた」というお年寄りも少なくない

●タブロイド判、8p、オールカラー『みやぎシルバーネット』。毎
号、お年寄りにとって必要な情報が満載されている。ホームペー
ジ上でバックナンバーを読むことも可能（photo:坂本政十賜）

●『みやぎシルバーネット』から誕生した
シルバー川柳シリーズ第15弾『シルバー
川柳　明日があるさ編』（河出書房新社、
2021）と『みやぎシニア事典vol.5』（金港
堂出版部、2019）（photo:坂本政十賜）

●大人気連載「シルバー
川柳」。毎号の課題をも
とにたくさんの川柳が寄
せられる。写真の2021

年6月号では「拠り所」
という課題に対し、投稿
総数228通が寄せられた
（photo:坂本政十賜）
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にカラオケをしたり、旅行に行くグル

ープも誕生したという。時には、投稿

された川柳に感銘を受け、ぜひ作句者

と連絡をとりたいという問い合わせも

あるそうだ。

紙面にはこの他、読者からの手紙や、

絵手紙も多く掲載されている。それら

を読んでいると、この『みやぎシルバ

ーネット』が、いかにお年寄りの毎月

の楽しみ、生活の拠り所として定着し

ているかが如実に伝わってくる。『み

やぎシルバーネット』の存在は、仙台

市とその周辺のお年寄りの暮らしに彩

りを与え、地域の活力創造に貢献して

いることは間違いない。

3「右京びと」こそが地域の宝物 
『右京じかん』 photo提供：NPO法人子育ては親育て・みのりのもり劇場

今年で創刊10周年を迎えた『右京じ

かん』。横位置のA5判、中綴じ、24

ページという、コンパクトな小冊子だ。

京都市右京区のフリーペーパーとして

2012年春に創刊して以来、コンスタ

ントに年4回発行され続けている。発

行元のNPO法人子育ては親育て・み

のりのもり劇場は、子育て支援からス

タートし、現在はさまざまなまちづく

り事業を展開している。

NPOが拠点とする京都市右京区太

秦は、言わずと知れた時代劇映画の聖

地。東映の京都撮影所にも近い大映

通り商店街の真ん中に建つレトロな

佇まいの建物「うずキネマ館」の2階が

NPOの事務所であり、『右京じかん』

の編集部だ。その1階、古い映画のポ

スターやパンフレット、古い映写機な

どが並び、さながら映画博物館のよう

な雰囲気のカフェ「キネマ・キッチン」

もNPOが運営。商店街を元気にする

と共に、子どもをもつお母さんたちの

雇用を創出することを目的としてい

る。

『右京じかん』の発行も、同様の目

的からNPOの事業としてスタートし

た。編集部もNPOスタッフが兼任し

ている。とはいえ、雑誌編集の経験者

は1人もいない。NPO理事長であり、

編集長を務める伊豆田千加さんは、テ

レビの制作会社の勤務経験をもつ映像

畑出身者。そもそも2009年に設立し

たNPOも、もともとは同じ幼稚園に

通っていた子どもをもつ保護者会の

お母さんたちの活動から誕生してお

り「最初はNPOとNGOの違いもわか

らなくて、〈井戸でも掘りに行くの?!〉

って言ったくらいです」とは、事務局

長を務める森淑子さんだ。「だから雑

誌をつくるっていっても、何をどうす

ればいいのか、さっぱりわかりません

でした」と言葉を継ぐ。だが、最初か

らコンセプトははっきりしていた。伊

豆田さんは「右京の魅力は人の魅力。

これだけ面白い人が集まっているんだ

から、それを紹介しよう」と、取材経

験などないスタッフを町に送り込ん

だ。「スタッフ自身が魅力的な右京び

と。すばらしい〈嗅覚〉をもっているし、

相乗効果で、必ず面白いものを見つけ

てくるに違いないと思ったんです」と

語る。その感覚は見事に当たり、最初

から1万部印刷した冊子は想像以上の

速さでなくなった。「最初から1万部

刷るなんて、何も知らないからできた

こと。図書館や地域の商店に配って歩

くだけでも大変でした」と森さんは当

時を振り返る。今では、各地に配布す

るとあっという間になくなってしま

い、ほとんど残部がないのだという。

そんな人気の一因には、写真の「良

さ」がある。表紙に使用される写真も

含め、その多くは、いわば素人のスタ

ッフが取材中に撮影したもので、いわ

ゆるクオリティの高い写真ではない。

だが、撮影している人と撮影されてい

る人の間に流れる温かな「じかん」が、

そこには見事に映し出されている。

人にスポットをあてていることを象

徴するのが、創刊からの人気連載「ま

ちかど笑顔図鑑」だ。毎号、取材先な

創刊 2012年

発行 年4回

定価 フリーペーパー

発行  NPO法人子育ては親育て・ 
みのりのもり劇場

制作 右京じかん編集部

編集長  伊豆田千加（NPO法人子育ては 
親育て・みのりのもり劇場理事長）

所在地 京都府京都市

URL https://ukyo-jikan.com/

　

どで出会った人々10名前後の笑顔を

掲載、お名前と一言コメントを掲載し

ている。伊豆田さんは「いずれは右京

に暮らしている人全員、『右京じかん』

に載せたいんです」と語る。また『右

京じかん』を紹介するうえで欠かせな

いのが、2号から17号まで続けた連

載「うきょうわらしべ」の成果だ。こ

れは、読者参加型の企画として昔話「わ

らしべ長者」よろしく、誌上で物物交

換を呼びかけるという連載だった。そ

の最初、ご当地限定パッケージのチロ

ルチョコから始まった物々交換が、約

4年、15回の交換で右京区京北にある

古民家（土地付き）になってしまった

のだ。

「古民家の提供者が『右京じかん』を

通じて私たちNPOの活動を知り、空

き家になっている住まいを活用して欲

しいと交換を申し出てくださったんで

す」と森さん。市の補助金やクラウド

ファンディングで資金を得て改修し、

現在は移住者支援やコミュニティ創出

の拠点として活用されているという。
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●『右京じかん』を制作するNPO法人子育ては親
育て・みのりのもり劇場のスタッフ。左に立って
いるのが伊豆田千加さん。SDGsホイールの中、
下段中央が森淑子さん

●「うきょうわらしべ」で誕生した「わらしべの家」の
完成を伝えたvol.26（2018年夏号）

●『右京じかん』バックナンバー。創刊号の表紙となったのは、取材後間もなく閉店してしまった「理容
ノマ」のご主人。この出会いが、「右京のじかんをつくってきた人」に焦点をあてるという、本誌のコン
セプトを決定付けた

●大映通り商店街に建つ「うずキネマ館」。1階はカフェ、2階はNPOの事務所

●「うずキネマ館」のすぐ近く、映画の神様として知られる三
さん

吉
きち

稲荷神社

●vol.19（2016年秋号）の記事。おば
あちゃんと通い猫の心温まるレポート

●vol.14（2015年夏号）の特別企画「右京・きもだめし」の記事
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そして、さすがに毎号1万部があっ

という間になくなってしまうだけあっ

て、右京エリアにおいて、『右京じか

ん』の認知度は相当に高い。「知って

いる人が出てないか」を確認するのは、

右京の人々にとって年4回のお楽しみ

になっているのだ。しかも創刊から間

もなく、同じような冊子を自分たちの

地域でも出したいという問い合わせも

多く得るようになった。そこで、冊子

づくりのノウハウと「○○じかん」と

いう統一的なロゴを有償で提供するか

たちで、現在、京都府内の異なる六つ

の母体から、それぞれ「京都じかんシ

リーズ」が刊行されている。なお『右

京じかん』を始め、京都じかんシリー

ズのロゴは味わいのある手書き文字だ

が、じつは、これらすべて伊豆田さん

が書いている。

「『じかん』と名付けたのは、今目に見

えている人や物にはすべて過去も未来

もあって、さらに今この時間を大切に

したいと考えたから」と伊豆田さん。コ

ンセプトである「右京に住む人、働く

人、訪れる人の小さな愛読書」として、

右京に流れる時間を、これからも丁寧

に、記録し続けてくれるに違いない。

を提供する「はぎまえ６９８合同会社」

を主宰している。東京のIT企業に勤

務していた石田洋子さんは、自然豊か

な環境を求めて家族で萩市に移住。「半

農半X」な暮らしを模索しつつ、住ま

いである古民家で「つぎはぎ農園」と

名付けた民泊も運営している。普段は

それぞれに活動しながら、随時集まっ

ては次号の企画を検討したり、取材に

赴く。『つぎはぎ』は年1冊だが、「つ

ぎはぎ編集部」としては2020年に萩

市広報課から、萩と出身者をつなぐふ

るさと情報誌『はぎのね　─萩ネット

ワーク─』の制作を受託。こちらは季

刊誌として年4回発行しており、この

10月に8号目が発行される。

『つぎはぎ』の特徴は、毎号、冊子の

判型が変わり、取り上げる内容にも定

型がないという自由さだろう。「毎号、

やってみたいことをやっています」と

言うのは松田さんだ。「同じ形に収ま

りたくない（笑）」。しかも、フリーペ

ーパーでありながら広告が入っておら

ず、その代わりに、号によって発行元

が異なる。これについて山本さんは「自

由に好きなものを取り上げながら、私

たちが移住を決めた時に〈キュン〉と

したような、萩の魅力を伝えたい」と

いう思いの表れで、そのために、毎号、

制作費を支援してくれる団体と意見を

交わしながら制作を続けているからだ

と教えてくれる。ただし、松田さんは

「好きなことをするためには、責任も

伴うことは常に意識しています」とも。

石田さんは「地方都市では、何事も〈継

続〉が難しい。人材の高齢化や人口の

少なさで農業も、お店も続けられない

ことが多い。始めるのは簡単だけど、

続けるのは難しいと言われているなか

で、年に1冊でも、続けていくことが

私たちのメッセージだと思っています」。

一方で、地域の魅力を伝えるリトル

プレスの存在が、まちづくりに直接つ

ながるとは思わないという冷静な視点

も。河津さんは「私たちが移住してき

たということは、そこに何らかのかけ

がえのないものを見つけたから。その

何かを私たち自身が伝えていくこと

で、市内外の人が魅力に気付くきっか

けなればいいのかなと考えています」

と語る。

つぎはぎ編集部に編集長はいない。

四者四様の思いを毎号の企画にぶつ

け、その準備段階では「企画メモだけ

で3〜4ページにわたる膨大なものに」

なってしまうなかから、4人でフラッ

トに話し合ってテーマを決めているそ

うだ。また準備号は8000部ほど印刷

したが、その後はおおむね3000部ほ

ど。市内の図書館や喫茶店に配布して

いる他、バックナンバーはウェブサイ

ト上でも閲覧できる。ただウェブ上の

閲覧では、毎号で異なる判型を実感で

きずに少々物足りない。フリーペーパ

ーであるだけに冊子単体での販売は難

しいのだが、最新号では石田さんの発

案で萩市の米農家でつくっている「お

米のシロップ」とのセット販売が試み

られている。

現在は、2022年春に発行予定の

vol.5の発行元の算段もつき、企画案

をまとめ始めたところだ。次の萩へ、

4人が「キュン」とした魅力が伝わり続

けていくことを期待したい。

5島々をわたる瀬戸内の風を全国へ 
『せとうちスタイル』 photo提供：株式会社瀬戸内人（※特記のないもの）

「誌面を開いた時に、瀬戸内の風がふ

わっと吹いてくるような雰囲気を大切

にしています」。編集長でチーフライ

ターの山本政子さんがそう語る『せと

うちスタイル』は、香川県を拠点に、

瀬戸内地方全体、小豆島や直島を始め、

瀬戸内海に点在する700以上の島々を

含むエリアの情報を発信する地域雑誌

だ。創刊は2017年4月。ただその前

身は2009年4月に創刊した『せとうち

暮らし』で、通算すれば今年で12年目

となる。

『せとうち暮らし』は、瀬戸内海の

島々への移住を促すためのフリーペー

4萩の「キュン」とした魅力を 
伝える『つぎはぎ』 photo提供：つぎはぎ編集部

2018年7月に、準備号としてvol.0

を創刊、同年12月にvol.1を発行し

て以降、おおむね1年に1冊のペース

で発行しているフリーペーパー『つぎ

はぎ』。「山口県萩市とその周辺の魅

力を伝える」リトルプレスで、コンセ

プトは「ひかりを集める、次につなげ

る」。2021年3月に発行された最新号

（vol.4）で通算5冊目となる。『つぎは

ぎ』というタイトルが、萩市の「はぎ」

に由来することは言うまでもないが、

萩市のさまざまな魅力をパッチワーク

のように集め、次の萩へとつなげてい

くという想いも込められている。

制作している「つぎはぎ編集部」は

4名の女性からなり、全員が萩市への

移住者。山本明日美さんは、学生時

代、まちづくりを学ぶために萩市に来

て以来、その魅力に触れ移住。現在は

NPO萩まちじゅう博物館に勤務して

いる。松田澪
れ

衣
い

菜
な

さんも学生時代、萩

市のゲストハウスのスタッフとして住

み込みでのアルバイトを経験、その後

一旦は東京で就職するも、萩市での暮

らしが忘れられず移住を決意。現在は

県内のデザイン事務所に勤務してい

る。以前から編集者・ライターとして

活動していた河
こ う

津
つ

梨香さんは地域おこ

し協力隊をきっかけに萩市へ。現在は

ご主人と共に萩市での体験プログラム

創刊 2018年

発行 年1回

定価 フリーペーパー

発行  萩市ふるさとツーリズム推進協議
会（vol.0） 
つぎはぎ編集部（vol.1,2） 
萩まちじゅう博物館 文化遺産活用
事業実行委員会（vol.3,4）

企画・編集 つぎはぎ編集部

代表者  石田洋子、河津梨香、 
松田澪衣菜、山本明日美

所在地 山口県萩市

URL https://tsugihagi.info/

　

創刊 2017年

発行 年1回（2021年4月より）

定価 1200円（税込）

発行  株式会社瀬戸内人

代表者 柳生敏宏

編集長・ 
チーフライター  山本政子

所在地 香川県高松市

URL https://setouchistyle.jp
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●「つぎはぎ編集部」。右手奥から時計回りに、山
本明日美さん、河津梨香さん、松田澪衣菜さん、
石田洋子さん。萩ゲストハウスrucoにて

●「萩の食と人の暮らし」をテーマにしたvol.3（2020

年3月）と、「萩のおたから」をテーマにしたvol.4

（2021年3月）の記事ページ

●4人が好きな萩市の風景の一つ「菊
ヶ浜」。北長門海岸国定公園内にあ
り、白砂青松の海岸としても知られる

●毎回、判型が異なる『つぎはぎ』のバックナンバー
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パーとして創刊した。初代編集長を務

めた小西智都子さんは、当時、フリー

ランスのデザイナーとして活動すると

共に、高松市のまちづくり活動にも携

わり、主宰するまちづくり団体が香川

県の移住促進事業を受託。その事業の

一環として誕生したのが『せとうち暮

らし』（A5判、24ページ）という小冊

子だった。県内外の若者に、瀬戸内海

の島の魅力を伝えることを目的とした

雑誌は、「女木島」「男木島」など、1号

=1島を紹介するスタイルで、2010

年の事業終了まで5冊発行された。こ

の時、制作スタッフとして集まったの

は、ライターやカメラマンといった雑

誌制作のプロだけではなく、町や地域

に関心をもつ考古学者や古書店主らな

ど約10名。フリーランスのコピーラ

イターとして活動していた山本さん

も、副編集長として創刊時から参加し

た。雑誌をつくる、ということよりも、

島の暮らしや文化・歴史などを伝える

ことを目的としていたこともあり、そ

の制作スタイルは独特で、「まずはみ

んなで島に行き、足で歩き回って島の

方々に話を聞き、そのなかから伝える

べきことを考えていく。その後も、何

度も島へ通いながらつくっていきまし

た。そうやって一つひとつの島にじっ

くりと向き合うことができたことは、

本当にいい経験になりました」と山本

さん。「ですから県の事業が終了した

時に、かかわってきたスタッフそれぞ

れが、まだ、島の方々からもらったも

のをすべてお返しできていない、とい

った想いをもっていたような気がしま

す」。そんな「想い」に支えられ、小西

さんが設立した個人出版社・ルーツブ

ックスから、無事、6号が発行される

ことになった。

6号からは、タイトルはそのままだ

がデザイン、判型を刷新。書籍コード

を取得し、価格を付けて商業出版物と

し、年3回発行されることとなった。

さらなる変化が訪れたのは2015

年。オリーブを使った化粧品、食品、

健康食品の開発・製造・販売事業、地域

活性化事業などを行う小豆島ヘルシー

ランド株式会社の創業者が、たまたま

見かけた『せとうち暮らし』の編集方

針に共感。発行元のルーツブックスに

対し、安定的に制作できる体制構築を

支援したいと申し出た。これを受け、

「株式会社瀬
せ

戸
と

内
う ち

人
び と

」が設立、新たな

体制での制作がスタートする。16号

からは発行元が「株式会社瀬戸内人」

となった。

「安定的に制作できるようになったの

は、本当にありがたいことでした」と

山本さん。「また別のかたちでの支援

もありました。香川県の建設会社であ

る菅
す が

組さんが毎号一定部数買い上げて

は県内のカフェや美容院、銀行、病院

などに配布してくださっていました。

それは今でも続いているんです」

一般的に、スポンサー企業がつくと、

記事内容もその影響を大きく受けるこ

とがある。だが「そういうことは一切

ありません」と山本さん。たとえば、

オリーブ加工に関する同業他社を記事

で取り上げることにも、とくに差し障

りないそうだ。しかも、小豆島ヘルシ

ーランドが運営する通信販売の顧客向

けにも『せとうち暮らし』が配布され

ることになり、それまで、2000部ほ

どだった発行部数は約2万部までに急

増（現在は1万部前後）。定期刊行物と

してコンスタントに発行できる体制が

整った。

そんななか、2017年に『せとうち

暮らし』は『せとうちスタイル』とタイ

トルを変え、リニューアル創刊すると

いう大きな変化を遂げた。判型はB5

判の平綴じに。発行は年4回。誌面デ

ザインも刷新した。ちなみに、山本さ

んの編集長就任はこれより少し前、『せ

とうち暮らし』20号（2016年）から。

「瀬戸内に暮らす人々に焦点を当てな

がら、ここでの暮らしやその魅力をお

伝えするという方針は変わっていませ

ん。ただ、もっとシンプルに、私たち

の暮らす瀬戸内の魅力を伝えることが

できるんじゃないかと考えるようにな

ったんです」

身近に海があり、その先に島々を見

渡す穏やかな風景が広がる。船は日常

的な交通手段で通勤・通学に利用して

いる人も多い。ごく当たり前の暮らし

のなかに、瀬戸内ならではの幸せがあ

る。そんなライフスタイルを誇っても

いいのではないか。リニューアルには、

そのような想いが込められている。

「従来はデザインも地元のデザイナー

さんにお願いしていたのですが、『ス

タイル』からは東京のプロダクション

に変えました。面白いもので、素敵だ

なと思って選ぶ写真が私とは違う。で

も、それは私たちが当たり前に思って

いたから選ばなかっただけで、客観的

に見ればとても素直に瀬戸内の良さを

表現している写真でした。瀬戸内から

少し離れた場所に暮らしている人たち

の目を入れたことで、私たちも改めて、

瀬戸内の魅力を捉え直すことができた

んです」

そうして順調に『せとうちスタイル』

は丸3年、12号まで発行されてきた。

ところが12号の制作中、世界的なコ

ロナ禍に見舞われる。瀬戸内の島々に

は、島民が数名、病院や診療所がない

ところも多い。そんな島々に、取材だ

からといって部外者が立ち入ることは

できない。山本さんは、じつは少し前

から考えてきた「年4回の発行は、瀬

戸内の暮らしのペースに合わないので

はないか」という思いを、実行に移す

ことにした。

「私たちは、一つの島に何度も通い、

島の方々とも何回もお会いしてお話を

うかがい、何年もかけて信頼関係を築

きながら記事をつくってきました。そ

れは地元でつくる地域雑誌だからこそ

できることです。ただ年4回というペ

ースは、そのためには少し速過ぎる。

もっと、瀬戸内の日々のペースに落と

したいと思っていたんです。そんなと

ころにコロナ禍が来ました。現実的に

取材が難しくなりますし、ここでペー

スを落として、1年に1冊にしようと

決めました」

2021年4月に発行されたvol.13の

特集テーマは「生きる場所、暮らす場

所」。瀬戸内で活動する人に焦点を当

て、その仕事や人となり、交友関係ま

でを丁寧に綴ったものとなった。また

「Special Photo Gallery」として、瀬

戸内をフィールドとする5名の写真家

によるグラビアページを構成。コロナ

禍の折り、撮り下ろしは難しくても、

彼らの手持ち写真を使用しながら、瀬

戸内の風を、全国の読者に届けたいと

考えてのことだ。

『せとうちスタイル』は、これまで幾

多の変化を繰り返しながらも、継続し

て発行されてきた稀有な地域雑誌だ。

今年、また新たな一歩を踏み出した『せ

とうちスタイル』はこれからも、島々

をわたる爽やかな風を、全国に運んで

くれるだろう。
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●『せとうちスタイル』編集長・山本政子さん

●毎号『せとうちスタイル』の1ページ目に
掲載されている小豆島ヘルシーランドのタ
イアップ広告（photo:坂本政十賜）

●『せとうちスタイル』バ
ックナンバー。最新号の
vol.13表紙には、瀬戸内
海の写真に広島在住の
画家nakabanのアートワ
ークが重ねられている

●商業雑誌として生まれ変
わった『せとうち暮らし』。
2015年発行のvol.16から
は発行元の変更に伴いロ
ゴなどを変更した

●香川県の事業として誕
生した『せとうち暮らし』

●山本さんがいとおしく感
じている瀬戸内の風景。
「海があって、島がある。
そして、島々には大切な人
たちがいます」と山本さん

●vol.13の特集テーマ「生きる場所、暮らす場所。」
では瀬戸内で活動する人に焦点をあてた（photo:坂
本政十賜）

●2017年発行のvol.3の特集テーマは「おいしいのそば
には、すてきな風景がある。」。広島県豊

とよ

島
しま

では、漁師
になるために島に移住したご夫婦を取材、太刀魚漁にも
同行したそうだ
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2015年度から2020年に向けた

期間限定のプログラムとして始まっ

た、花と緑で観光客をお迎えする特

別企画「おもてなしの庭」。その最

後の受賞となったのが、一般社団法

人日本造園組合連合会による、「逍

遥の庭」と「はなやぎの庭」だ。場所

は港区芝公園内の都立芝公園の一

角。日比谷通りを挟んだ向かいには

増上寺が控える。

芝公園は、1973（明治6）年の太

政官布達により、上野、浅草、深川、

飛鳥山などと共に指定された日本で

最初の公園の一つで、徳川家の菩提

寺だった増上寺の境内が公園地にな

った。増上寺の三
さ ん

解
げ

脱
だ つ

門
も ん

の左右に松

が植えられていたことから、当時は

百本松原とも呼ばれていたという。

その後の災変により松が消失・枯死

したため、現在はクスノキ並木に変

わっている。今回の「おもてなしの

庭」プランでは、クスノキ並木をは

じめとする周辺地域の景観との連続

性が課題であった。

伝統をつなぎ、 
次代の伝統を創造する技

江戸時代の面影が残る芝公園に

「日本の庭園文化」を発信する二つ

の庭園をつくるのが基本コンセプ

ト。一つは、庭石や敷石の配石や竹

垣、樹木植栽など日本庭園の伝統

技法で庭づくりをする「逍遥の庭」。

もう一つは、伝統をつなぎつつ、次

代の庭園を創造する技を見せる庭

で、創作竹垣、和モダンのつくば

い、飛石を紹介する「はなやぎの庭」。

二つの庭は、門を境に向き合うよう

に配置された。

風光明媚な場所を辿る東海道の旅

を想起させながら日本橋方向へ広が

るのが「逍遥の庭」。「江戸の庭とま

ち」がテーマだ。

「品川から高輪あたりの海をイメー

ジしてもらいたくて敷石を市松模様

の庭にした」と語るのは庭師・野村

脩さん。富士山がつくられ、富士山

の絞れ水が流れてくるイメージを石

で表現した。面白いのは、覗き窓の

ある竹のオブジェが置かれているこ

と。覗き窓は三つあり、上は大人用

で富士山、中は車イス用でカニ、下

は子ども用で花が見える仕掛けにな

っている。遊びごころを忘れないの

も江戸文化の特徴だ。

日本庭園を世界の文化遺産に

「はなやぎの庭」は、増上寺の三解

脱門の威容を眺めつつ品川方向へ広

がる庭。「令和の和モダンのまちの

にわ」がテーマで、庭師たちが作庭

第J回

のプロセスをパフォーマンスする空

間になっている。

まず驚かされるのは、その巨大な

竹垣だろう。「臥
 がりゅうがき

龍垣と名付けたオ

リジナルで、あえて乱れ格子にした」

と言うのは、日本造園組合連合会相

談役荻原博行さん。龍の背中を模し

ているそうで、土のなかから今にも

龍が飛び出してくるような躍動感が

ある。ここにはもう一つオリジナル

の疾
は や て

風垣
が き

もつくられた。同じ乱れ格

子だが、臥龍垣のような猛々しさは

なく、さわやかな風が吹き込むよう

なやさしい竹垣だ。他にも、石を刻

む野
の

面
づ ら

積
づ み

、用と景の美をつくる飛石、

手水鉢と配石のアレンジが際立つ蹲

踞などが披露されている。

日本庭園の技法を使って庭づくり

をすると自然に日本庭園になってし

まう。日本庭園の風情が生まれてし

まうというのだ。「日本庭園の技法

をユネスコの世界文化遺産にしよう

と目論んでいるのですが、そのきっ

かけになればいいなと思っていま

す」と荻原さん。

庭は昔から接待の場、すなわちお

もてなしの場所だった。今回の庭は

和の庭園文化、日本の庭づくりを通

して、おもてなしの心遣いを世界に

発信できる庭となったと確信した。
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一般財団法人第一生命財団と公益財団法人都市緑化機構が共催する「緑の環境プラン大賞」
は、生活の質の向上、コミュニティの醸成などに役立つ、緑豊かな都市環境の形成を目指す
緑化プランに対し、助成を行う事業だ。2020年度には「シンボル・ガーデン部門」「ポケット・
ガーデン部門」の2部門に対し、国土交通大臣賞2件、緑化大賞3件、コミュニティ大賞10件
が選出された。今回は、2019年度に「おもてなしの庭」大賞に選出された緑化プランを訪ね、
整備の状況について伺った。
取材・文:佐藤真 photo:坂本政十賜

●新たな景色が展開する結界としての門。新時代の技と歴史文化の技を空間の結界として扱い、既
存の門の改修を行った

●正面左から庭づくりを行った寺下弘さん、日
本造園組合連合会相談役荻原博行さん、同じ
く庭づくりを行った野村脩さん

上●門を抜けるとまず瓦縁石が客人を迎え入
れる。その奥に疾風垣が見える
右●波を打ちながら流れる「臥龍垣」。その一
番低い垣の後ろに東京タワーがそびえ立つ

●期間限定でつくられた竹の技の結晶「竹花
火」

匠の庭師が日本庭園文化を世界に発信
港区芝公園

上●市松模様の敷石と金閣寺垣が絶妙なハー
モ二ーを醸し出す。中央右に見えるのが竹の
オブジェ
右●天の川をイメージさせる月の庭。ここが番
所の跡地であることを示す井戸があしらわれた
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遊びを通して心身を育てる 
大きなゆりかご

子どもたちの楽しげな声が聞こえる

部屋に入ると、壁に沿った高さ2mほ

どの位置に、そのネット遊具が設置さ

れていた。幅は約10mというなかな

かのボリューム感。「陽彩ブリッジ」

と名付けられたネット遊具は、部屋の

隅に設けられた、梯子で上る小部屋を

「雲」、メインのハンモック状のネット

を「橋」、筒状の昇降用ネットを「虹」

とする3部構成で、「橋」の中には大人

の先生が1名と、20名ほどの子どもた

ちが入っていた。子どもたちはそのな

かで、器用に手指と爪先をかけてネッ

トを上ったり、滑り降りたり、寝そべ

ったり、揺らしたりと、思いおもいに

遊んでいる。そんな様子を見上げてい

ると、天井近くまで上った男の子が「ヤ

ッホー!」と手を振り、声をかけてく

れた。怖くないかとたずねると、不敵

に笑って、今度は横へと移動していく。

このようにダイナミックな遊びを展

開するのは、この部屋で過ごす3〜5

歳児が中心だが、1、2歳児もネット

に上げてもらい、ブランコのように揺

れる空中体験を楽しんでいるという。

「設置してからまだ2カ月ほど。最初

の1カ月間は安全面に配慮してかなり

慎重に見守ってきましたが、子どもた

ちの成長は想像以上。自分の力に応じ

てトライしています」と森寺施設長。

トランポリンのように不安定な足場で

バランスをとり、全身の筋肉を鍛える

ことができるネット遊具での遊びは、

子どもたちの体幹を鍛えてくれる。体

幹が鍛えられることで脳の成長も促さ

れ、言語の発達にも影響があるそうだ。

さらに森寺施設長は「ネット遊びが上

手な子が、まだ不安に思っている子の

フォローをしたり、上り下りに時間が

かかってもゆっくり待っているなど、

思いやりの気持ちや社会性も身に付い

ているようです」とも教えてくれる。

また、ネット上でアクティブに遊ぶだ

けではなく、「雲」と称する小部屋で

静かに過ごせることも、子どもたちの

安心感につながり、遊びの幅を広げて

いるそうだ。

この日は、ネット遊具の製造販売会

社である株式会社岡部からもスタッフ

が来園し、子どもたちが遊ぶ様子を見

学していた。鳩ヶ谷キッズランドへの

施工は、スケジュールのタイトさだけ

でなく、子どもたちのために良い遊具

を提供したいという理事長、施設長以

下職員みんなの熱意を感じ「今までの

どの現場よりも印象深い」と語ってい

た。

「ふわっと夢空間」とキャッチフレー

ズがつけられたネット遊具は、子ども

たちをゆったりと大きく包み込み、健

やかで逞しい心身を育む揺りかごのよ

うだ。ネット遊具は園舎の新設時から

計画し、さまざまな条件をクリアしな

ければ、なかなか導入できない大型遊

具だ。それだけに、これを実現させた

というプロセスすべてが、子どもたち

の成長を第一に考えた保育環境である

ことを証しているだろう。

1年がかりで計画を実現

埼玉高速鉄道の鳩ヶ谷駅に隣接す

る土地に2020年4月、社会福祉法人

陽
ひ

彩
いろ

こころの会が運営する認可保育

園「鳩ヶ谷キッズランド」が開園した。

2001年に開業した埼玉高速鉄道は東

京メトロ南北線とも直通運行し、都心

へのアクセスが良い。開通以来周辺の

宅地化が進んでいる。そんな土地柄で、

駅に隣接する保育園の存在は、共働き

の子育て世代にとって頼もしい。定員

は90名。保護者の育児休暇明けから

の利用ニーズに対応し、1歳から就学

前までの子どもたちが通っている。

「都市的な立地のため園庭はさほど広

くありません。また、大きな公園があ

まり近くにないため、子どもたちが十

分にからだを動かして遊ぶ環境の確保

が課題でした」。そう教えてくれるの

は森寺恵理施設長だ。「そこで園舎新

設時から、広さと天井高がある開放的

な部屋を設置し、ここに、天井から吊

るして空中に張り巡らせるネット遊具

の設置を計画していたんです」。

現在、3〜5歳児が一緒に過ごして

いるというその部屋の広さは約99.2

㎡、天井高は約4m。ネット遊具は建

物への後付けができないため、この部

屋の天井には、建築時にネット遊具設

置のための基盤的な工事を施してい

た。ただ、施設に合わせて一からつく

る特注品であるだけに、費用もそれな

りにかさむ。開園時にはすべてを整備

する余裕がなく、1年目は遊具がない

ままの状態になってしまった。

「それが、この度の助成が2020年11

月に決まり、そこから、どうしても新

年度に間に合わせたいと、事業者の方

には大変、無理をお願いしました」と

森寺施設長。ちなみに、助成で賄えた

のは全体の費用の一部だ。

子どもたちの「笑顔」に会いに行く
連載 第M回

一般財団法人第一生命財団による「待機児童対策・保育所等助成事業」は、
2021年度で第9回目を数える。新設の保育所および認定こども園に対し、

保育の質向上に役立つ遊具、絵本などの拡充を目的とした助成を行っている。
そこで今回は、園舎新設当時から計画していた室内での大型遊具を、

助成を活用することでようやく実現させた、埼玉県川口市の保育園を訪ねた。
取材・文:斎藤夕子 photo:坂本政十賜
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左から●奥の、筒状のネットでつながっているのがロフト状の小部屋「雲」
●みんなで天井近くまでよじ上って空中散歩
●「雲」と呼ばれるロフト状の小部屋も子どもたちには大人気
●昇降用ネットの「虹」を上って「橋」の中へ

●ネットの素材は魚網で、耐久性の高い特注品だ

●3～5歳児が一緒に過ごす、広い部屋に設置されたネット遊具「陽
ひ

彩
いろ

ブリッジ」
左●遊びの時間が終わると「虹」をたくし上げて収納
上●森寺恵理施設長（右から2番目）と保育園役員の有泉功さん
（右端）。左3名はネット遊具を設置した株式会社岡部のスタッフ

埼玉県川口市 鳩ヶ谷キッズランド
ふわっと夢空間「陽

ひ

彩
い ろ

ブリッジ」
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旧暦明治5年9月12日、新橋と横

浜の間に日本で初めての鉄道が開通

した。翌6年から採用された新暦に直

せば同年（1872）10月14日になるの

だが、これが「鉄道の日」に定められ、

その後もさまざまな鉄道関連イベント

が行われるようになった。ただしこの

日に行われたのは厳密に言えば「開業

式」で、明治天皇をはじめ英米仏蘭独

の外国公使や政府の重臣などが出席し

た。この時に特別列車が新橋～横浜間

を往復したが、一般営業は休止されて

いる。

同日の詳細を記した国立公文書館所

蔵の「鉄道開業式伺」は同館のサイト

で原文を閲覧できるが、新橋からの列

車が横浜に到着したことを「第十一字

横浜鉄道館へ着御」と記した。11時着

であるが、しばらくの間「時」ではな

く「字」が用いられたのは、江戸時代

の「時」との混同を避けたためだろう

か。停車場もこの時には「横浜鉄道館」

と呼んでおり、どこか特別感が漂って

いる。駅という施設の最初の呼び名は

「鉄道館」だったのである。ちなみに

現在は当たり前に使っている「駅」の

字も、明治になるまで宿場の意味で日

常的に用いており、それが鉄道停車場

の意味で定着するのは、鉄道旅行が一

般化した明治末から大正の終盤あたり

にかけてであった。

この文書によれば、開業記念の列車

がその横浜鉄道館に着いた際には東京

鎮
ち ん

台
だ い

（第一師団の前身）による祝砲が

101発、港に碇泊していた軍艦から同

じく21発が打ち上げられ、「慶
きょう

雲
う ん

楽
ら く

」

が奏せられたという。その後、明治天

皇から次のような勅語が発せられた

（原文に適宜句読点を追加。〔　〕内は

現代語）。

今般我国鉄道ノ首線工竣
お わ

ルヲ告ク。

朕親
みずか

ラ開行シ、其便利ヲ欣
よろこ

フ。嗚
あ

呼
あ

汝

百官此盛業ヲ百事維新ノ初
はじめ

ニ起シ、此

鴻利〔大きな利益〕ヲ万民永享ノ後ニ

恵ントス共、励精勉力実ニ嘉尚〔ほめ

たたえる〕スヘシ。朕我国ノ富盛ヲ期

シ、百官万民ノ為メニ之ヲ祝ス。朕更

ニ此業ヲ拡張シ、此線ヲシテ全国ニ蔓

布〔広める〕セシメンコトヲ庶
し ょ

幾
き

ス〔こ

いねがう〕。

天皇に「蔓布セシメン」と宣言させ

ていることから、当初は新政府の一部

で懐疑的な意見もあった全国への鉄道

網拡充政策を鮮明にしたことになる。
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今尾恵介
いまお・けいすけ●1959年横浜市生まれ。フリー
ライター。旅行ガイドブック、地図・旅行関係の
雑誌や地図・鉄道関係の書籍の執筆を精力的に
手がける。（一財）日本地図センター客員研究
員、（一財）地図情報センター評議員など。著書
に『駅名学入門』（中央公論新社、2020）、『地
図帳の深読み』（帝国書院、2019）、『不思議地
名巡り』（ちくま文庫、2020）他多数。

2021年の春JR桜木町駅前と新港地区の運河パークを結ぶ都市型ロープウェイ
YOKOHAMA AIR CABINが開通した。全長630m、所要時間約5分の空の旅だが、
視界360度でみなとみらいを一望できると好評だ。JR桜木町駅は、1872年日本で最
初に鉄道が開通した時に初代の横浜駅として開業した。その後東海道本線の延伸に
ともない、1915年に「桜木町」に改称された。また2004年まで、東急東横線が乗り
入れていたが、みなとみらい線の開業にともない廃止。現在は、JR京浜東北線（根岸線）
と横浜市営地下鉄ブルーラインが乗り入れている。港に広がる「みなとみらい」は、横
浜赤レンガ倉庫や横浜ハンマーヘッドなどの大型商業施設が並ぶ横浜有数のエンタメ
エリア。桜木町駅は、みなとみらい駅、馬車道駅（ともに横浜高速鉄道みなとみらい線）
と並ぶ「みなとみらい」の拠点駅にもなっている。

第10回桜木町駅

イラストマップ:小夜小町
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ところがその後は西南戦争などで国庫

が乏しくなり、結局はその鉄道建設促

進の国策も民間資本によって進めざる

を得なくなったのだが、それはもう少

し先の話である。

その勅語が発せられた「横浜鉄道館」

が現在の桜木町駅である。今でこそ京

浜東北線（根岸線）や横浜線からの直

通電車が往来する途中駅に過ぎない

が、明治22（1889）年に官営東海道

鉄道（現東海道本線）が全通した時代

を経て、2代目横浜駅が大正4（1915）

年8月15日に高島町付近に新設され

るまでは横浜の玄関口をつとめてい

た。ついでながら、関内や山手方面に

根岸線が延伸されるのは戦後の昭和

39（1964）年と比較的新しい。

先ほど一般営業が「休止」されたと

書いたのは、それ以前から旅客列車が

品川～横浜間を仮開業で1日2往復運

転されていたからだ。途中はノンスト

ップだったから、厳密な意味で日本初

の駅は品川と横浜（現桜木町）の2駅の

みである。仮開業ダイヤでの横浜発時

刻は「午前八字」と「午後四字」で、品

川駅到着は35分後だから平均時速は

40.6kmと意外に速い。ちなみに新橋

～桜木町間を現在の京浜東北線の電車

で乗り通すと31～32分かかる。今は

途中駅が多数あるので単純比較はでき

ないが。

新橋～横浜間が開通した時点で、実

は東京～大阪間の鉄道がどこを経由す

るか決まってはいなかった。一旦は英

国人技師ボイルのアドバイスで明治9

（1876）年に中仙（山）道経由に決まる

のだが、その理由は「本州のまん中に

幹線を通し、後で両側へ支線を伸ばせ

ば手っ取り早く鉄道網が出来上がる」

といった、いかにも低地の多いイング

ランドらしい発想であった。しかし実

際にルートを精査してみると険しい山

道に沿って鉄道を敷くのはとても無理

なことが判明、東海道ルートに変更さ

れている。

横浜から静岡、名古屋方面への敷設

が決まったのはいいが、横浜停車場は

市街地のある南東側を向いていて、程

ヶ谷（後の保土ケ谷）や藤沢方面へ敷

設するには向きが違いすぎる。結局は

すべての列車が方向転換して一旦新橋

方面へ戻り、途中で西へ分岐して程ヶ

谷へ向かうルートとなったのである。

しかし新橋から大阪方面への全列車を

方向転換するのも面倒で、日清戦争の

時に横浜を通らずに神奈川と程ヶ谷を

直結する短絡線を建設した。これが現

在の東海道本線である。

その後は旅客・貨物ともに輸送量も

激増し、のんびりと横浜停車場でスイ

ッチバックなどしている場合ではなく

なり、第一次世界大戦が始まった翌年

の大正4（1915）年に現在の市営地下

鉄高島町駅のある付近に2代目横浜駅

が完成する。しかし不運にも同12年

の関東大震災で焼失、さらに貨客の激

増という背景もあり、3代目の現横浜

駅を昭和3（1928）年10月15日に開

業した。初代横浜駅が桜木町と改称し

たのは2代目ができた大正4（1915）

年8月15日のことなので、桜木町駅

の名前になってからもすでに100年を

超えている。ついでながら桜木町とい

う町名が誕生したのも鉄道開業と同じ

明治5（1872）年であった。

長距離列車の運転はその時に横浜駅

に譲り、桜木町駅は国鉄京浜線（現JR

京浜東北線）の終点として戦後まで活

躍する。現横浜駅に国鉄より5か月ほ

ど前の昭和3（1928）年5月18日に電

車を乗り入れさせた東京横浜電鉄（現

東急東横線）はその後、本横浜駅（後

の高島町）まで同年8月3日に延伸、

さらに7年3月31日には桜木町まで延

伸した。横浜～桜木町間を高架線で

両者がぴったり併走する姿は平成16

（2004）年1月30日まで72年間に及

び、その2日後には東横線が「みなと

みらい線」へ直通する現ルートに変更

されて桜木町から姿を消している。

桜木町駅前には初代横浜駅の頃から

市電（当初は横浜電気鉄道）が乗り入

れていたが、戦後の高度成長期にな

ると自動車の激増に押されて昭和47

（1972）年4月1日に全廃された。そ

して同年末から走り始めたのが横浜市

営地下鉄である。同51年には伊勢佐

木長者町～横浜駅間が延伸されたが、

この時に横浜～桜木町間には国鉄・東

急・地下鉄の3社が並行する全国的に

も珍しい区間が誕生している。

桜木町駅といえば、私が小中学生だ

った昭和40年代には目の前の大岡川

には小船が連なり、浜側にはクレーン

が林立し、ドックや倉庫の並ぶ港町

らしいイメージであったが、その後

の変貌は著しい。かつて臨港貨物線

が通っていた上空には令和3（2021）

年4月22日からYOKOHAMA AIR 

CABINという名のロープウェイ（桜

木町～運河パーク間0.6km）も開通、

新しい港湾地区を俯瞰する都市型索
さ く

道
ど う

として注目を集めている。いつの間に

か横浜市役所も大岡川のすぐ対岸に移

転してきた。これからも変化し続ける

だろうか。
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JR桜木町駅前と新港地区・運河パークを結ぶロープウェイ「YOKOHAMA AIR CABIN」 photo:坂本政十賜 
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back
number

No.1 特集「都市の幹線道路」 （1984.2）在庫切れ

No.2 特集「都市公園」 （1984.5）在庫切れ

No.3 特集「都市と河川」 （1984.12）

No.4 特集「子どものための都市計画」 （1985.6）在庫切れ

No.5 特集「都市と盛り場」 （1985.12）

No.6 特集「都市生活と神社仏閣」 （1986.5）

No.7 特集「住宅地の道路と家並み」 （1986.9）

No.8 特集「都市とヒューマンスケール」 （1987.3）

No.9 特集「都市と水辺」 （1987.7）在庫切れ

No.10 特集「都市の景観」 （1987.12）在庫切れ

No.11 特集「都市と防火」 （1988.7）在庫切れ

No.12 特集「都市とアメニティ」 （1988.12）在庫切れ

No.13 特集「都市と運河」 （1989.8）

No.14 特集「都市再開発とアーバンデザイン」 （1989.12）

No.15 特集「アミューズメントと都市」 （1990.3）

No.16 特集「高齢化社会と都市」 （1990.6）在庫切れ

No.17 特集「私鉄と歩んだ都市」 （1990.9）

No.18 特集「都市とホール」 （1990.12）

No.19 特集「エコロジー都市」 （1991.3）

No.20 特集「新・集合住宅論」 （1991.6）

No.21 特集「新・リゾート論」 （1991.9）

No.22 特集「都市と商業空間」 （1991.12）

No.23 特集「都市の民俗誌」 （1992.3）

No.24 特集「都市と緑化」 （1992.6）

No.25 特集「公共建築のデザイン」 （1992.9）

No.26 特集「都市と高層ビル」 （1992.12）

No.27 特集「住宅の間取り」 （1993.3）

No.28 特集「都市と広告」 （1993.6）

No.29 特集「都市の上水道」 （1993.9）

No.30 特集「都市の保存」 （1993.12）

No.31 特集「ミュージアムと都市」 （1994.3）

No.32 特集「プレハブ住宅」 （1994.6）

No.33 特集「都市の色彩」 （1994.9）

No.34 特集「観光都市の条件」 （1994.12）

No.35 特集「都市と下水道」 （1995.3）

No.36 特集「マンションのメンテナンス」 （1995.6）

No.37 特集「都市と歩道空間」 （1995.9）

No.38 特集「ゴミとリサイクル」 （1995.12）

No.39 特集「住宅の水まわり」 （1996.3）

No.40 特集「都市の駐車空間」 （1996.6）

No.41 特集「橋のデザイン」 （1996.9）

No.42 特集「建築と木材」 （1996.12）

No.43 特集「輸入住宅」 （1997.3）

No.44 特集「都市と学校」 （1997.6）

No.45 特集「環境共生型まちづくり」 （1997.9）

No.46 特集「都市と情報化」 （1997.12）

No.47 特集「老いない住宅」 （1998.3）

No.48 特集「都市と駅舎」 （1998.6）

No.49 特集「住宅のコスト」 （1998.9）

No.50 特集「路面電車ルネサンス」 （1998.12）

No.51 特集「ヒトが集まる、まちがにぎわう─集客都市へ」 （1999.3）

No.52 特集「シルバー・ハウジング」 （1999.6）

No.53 特集「NPOとまちづくり」 （1999.9）

No.54 特集「地域のノード、公共施設の新潮流」 （1999.12）

No.55 特集「都市公園の未来」 （2000.3）

No.56 特集「まちづくりの新しいパラダイム」 （2000.6）

No.57 特集「島のまちづくりに学ぶ│沖縄編」 （2000.9）

No.58 特集「地域に開く大学」 （2000.12）

No.59 特集「危機管理のまちづくり」 （2001.3）

No.60 特集「保存─都市と建築、過去と未来をつなぐもの」 （2001.6）

No.61 特集「30代建築家の都市イメージ」 （2001.9）

No.62 特集「使う建築、使うまち─都市のストック活用法│国内編」 
 （2001.12）

No.63 特集「LETS的まちづくり」 （2002.3）

No.64 特集「『都心居住』のまちづくり」 （2002.6）

No.65 特集「都市はアートで刺激される」 （2002.9）

No.66 特集「ランドスケープ・デザインの新展開─
地形を活かしたまちづくり」 （2002.12）

No.67 特集「スローライフとまちづくり」 （2003.3）

No.68 特集「サステナブルな都市“成長”政策─ 
都市計画と長期ビジョン」 （2003.6）

No.69 特集「吉祥寺─住みたい町ナンバー1の理由」 （2003.9）

No.70 特集「緑の建物づくり」 （2003.12）

No.71 特集「都市と観光、新たな視点」 （2004.3）

No.72 特集「構造改革特区とまちづくり」 （2004.6）

No.73 特集「マルチプル／モビリティ コンパクトシティの条件」 （2004.9）

No.74 特集「 都市の言説を巡る旅 
10のキーワードから探る都市［論］の現在」 （2004.12）

No.75 特集「マルチモーダルが都市を楽しくする［ヨーロッパ編］」 （2005.3）

No.76 特集「路地・横丁空間からの都市再生」 （2005.6）

No.77 特集「公共空間、新たな視点」 （2005.9）

No.78 特集「小さな町の豊かな暮らし」 （2005.12）

No.79 特集「都市の「良質な」居住環境」 （2006.3）

No.80 特集「エリア・スタディ・シリーズ  
わが町流まちづくりのすすめ─❶」 （2006.6）

●長崎県佐世保市─人との交流と、そこで生まれる「感動」が町を変
える／ソウルフード─佐世保バーガー
●福岡県久留米市─「モノ」ではなく、「時間」を楽しむ商店街に／ソ
ウルフード─焼き鳥
●香川県高松市─自分たちの手で新しいやり方で、町を活性化する
／ソウルフード─さぬきうどん

●千葉県佐原市（現・香取市）─時計の針を100年前に巻き戻し、活性
化した町／ソウルフード─いかだ焼き
●長野県長野市─「ハレ」の気分を楽しめる、華やかな中心市街地の
創造／ソウルフード─おやき
●福島県会津若松市─埋もれた伝統を掘り起こし活性化の資源に／
ソウルフード─ソースカツ丼

No.81 特集「「安全・安心のまちづくり」を考える」 （2006.9）

No.82 特集「エリア・スタディ・シリーズ
「ロハス」時代の、「素顔のまま」でまちづくり」 （2006.12）

●新潟県村上市─市民、商店、行政が一体となった活動で、町への愛
着と誇りを育む│風土’s foods─村上の「鮭」と「酒」のマリアージ
ュを堪能する
●山形県金山町─「街並みづくり100年運動」で林業の振興と新たな
観光の姿を打ち出す│風土’s foods─金山といえばラーメン!?
●秋田県仙北市─今あるものをそのまま活かす観光で、スローライ
フなまちづくり│風土’s foods─秋田、地のものを喰らう
●エッセイ│「秋田」には海がない─角館・西木村調査の10年を振り
返って│秋山綾

No.83 特集「ジェイン・ジェイコブスの宿題」 （2007.3）重版

No.84 特集「サイクリング・シティの可能性」 （2007.6）

No.85 特集「地図とまち─見る・歩く・つくる」 （2007.9）

No.86 特集「エリア・スタディ・シリーズ 
わが町流まちづくりのすすめ─❷」 （2007.12）

●青森県弘前市─「洋館とフランス料理の街」のまちづくり│風土’
s foods─フランス料理で知る弘前の「風土」
●群馬県桐生市─近代化遺産の「再発見」で、他のどこにもないまち
づくりを│風土’s foods─うどんは働くお母さんのファストフード
だった?
●富山県富山市八尾町─培われてきた文化を受け継ぐために、町全
体を美術館にする試み│風土’s foods─田舎風と京風が共存すると
ころ
●付録│弘前・桐生・越中八尾のお散歩マップ&ブック

No.87 特集「「美味し国」の景観論─フランス、都市景観の新たな創造」 
 （2008.3）

No.88 特集「美味しいまちづくり」 （2008.6）

No.89 特集「都市を愉しむいくつかの方法」 （2008.9）

No.90 特集「シュリンキング・シティ─縮小する都市の新たなイメージ」 
 （2008.12）

No.91 特集「都市彩譜─まちのいろどりのふ」 （2009.3）

No.92 特集「fun town─たのしい・かわいい・やさしいまちづくり」 （2009.6）

No.93 特集「マチとムラの幸福のレシピ」 （2009.9）

No.94 特集「創造のまちづくり」 （2009.12）

No.95 特集「団地ルネッサンス」 （2010.3）

No.96 特集「風と土のインダストリー 地場産業の未来」 （2010.6）

No.97 特集「新しい公共交通～生活支援ネットワークへ～」 （2010.9）

No.98 特集「下北沢から「都市」を考える」 （2010.12）在庫切れ

No.99 特集「「学校」からのまちづくり」 （2011.3）

No.100特集「 21世紀のまちづくり「情報革命が、 
都市をどう変えようとしているのか」」 （2011.6）

No.101 特集「震災後の地域・コミュニティ・住まい─再生・復興への視点」 
 （2011.9）

No.102特集「交流住宅─新しい暮らしのかたち」 （2011.12）

No.103特集「時間に暮らす」 （2012.3）

No.104特集「 エリア・スタディ・シリーズ  
地産地消エネルギーのまちづくり」 （2012.6）

●長野県飯田市│市民ファンドで、エネルギーを「創造」する│太陽光
発電を中心に「エネルギーの地産地消」を目指す
●栃木県那須塩原市│農業用水路を使った「小水力発電」│水を長年
管理してきた経験を踏まえ、エネルギーを効率よく生み出す
●長崎県雲仙市・小浜温泉│資源豊富な地熱エネルギーで、温泉街の
復活を目指す│未利用温泉熱を利用した小規模バイナリー発電とま
ちづくり
●震災復興Report 2│住民のコミュニケーションを原動力とした集団
高台移転│宮城県気仙沼市本吉町小泉地区

●都市を拓いた人々48豊岡│中江種造│郷土に上水道をもたらした
鉱山王
●私の好きなまち・くらし3│柳橋花柳界の原風景│陣内秀信

No.105特集「 「町おこし」新潮流─ 
地域に埋もれたコンテンツを発信する」 （2012.9）

No.106特集「子どもの空間とまちづくり」 （2012.12）在庫切れ

No.107特集「シティホール─市庁舎の新潮流」 （2013.3）

No.108特集「都市の〈隙間〉に集い、憩い、賑わう」 （2013.7）

No.109特集「瀬戸内文化の再生 爺さま、婆さまを元気にする芸術祭」 
 （2013.11）

No.110 特集「都市とサイン」 （2014.3）

No.111 特集「自由が丘─暮らしやすさの秘密を探る」 （2014.7）

No.112 特集「新しいパートナーシップ─PPP＞PFI＞コンセッション方式」
 （2014.11）

No.113 特集「新しい図書館」 （2015.3）

No.114 特集「空き家─家と暮らしと地域のこれから」 （2015.7）

No.115 特集「酒とまちづくり」 （2015.11）

No.116 特集「ロスト近代と都市の未来」 （2016.3）

No.117 特集「建築とまちづくり」 （2016.7）

No.118 特集「空き地カルチャー　多孔質都市の可能性」 （2016.11）

No.119 特集「〈ゲストハウス〉的まちづくり」 （2017.3）
●ルポ│「ゲストハウス」は町に効く
●ケーススタディ│地域とつながる「ゲストハウス」│Nui. HOSTEL & 
BAR LOUNGE／YOKOHAMA HOSTEL VILLAGE／ 亀 時 間 ／guest 
house MARUYA
●ルポ│連携する地域と宿─アルベルゴ・ディッフーゾの可能性
●連載│スキマファイル・10│蒲田・鶴見、昭和の秘境駅。
●連載│子どもたちの「笑顔」に会いに行く・10│認定みどりこども園
／湘南まるめろ保育園

No.120特集「ライフスタイルとしての「防災」」 （2017.8）

No.121 特集「夕方からのまちづくり」 （2017.12）

No.122 特集「これからの住まい・くらし─やわらかい都市へ」 （2018.4）

No.123特集「みんなでつくり、みんなでつかう」 （2018.8）
●鼎談│「みんなの家」と公共性│伊東豊雄×齋藤純一×小泉秀樹
●ルポ│人と町をつなぐ「みんなの家」
●ケーススタディ│「みんなの」新しい場所│ヨコハマ・アパートメン
ト／31VENTURES KOIL（柏の葉オープンイノベーション・ラボ）／グ
リーン大通り・南池袋公園／MAD City／まちのこども園 代々木公園
●連載│Let’s Greening!　緑のまちづくり・1│「もみじの庭」をお裾
分けするポケット・ガーデン
●連載│子どもたちの「笑顔」に会いに行く・14│ハピネス保育園
●連載│噂の「駅前」探検・1│品川│今尾恵介

No.124特集「生まれ変わる街―渋谷・新宿・池袋」 （2018.12）

No.125特集「オープンスペースからのまちづくり」 （2019.4）

No.126特集「都市と木材」 （2019.8）

No.127特集「カフェとまちづくり─心地よい空間と街並み」 （2019.12）

No.128特集「クラウドファンディングで町を楽しく魅力的に」 （2020.4）

No.129特集「都市の言説を巡る旅― 
8のキーワードから探る都市［論］の現在2020」 （2020.8）

No.130特集「コロナ後の都市と暮らし」 （2020.12）

No.131 特集「〈SDGs〉を考える─サステナブルな都市とは」 （2021.4）
●対談│「誰もが暮らしやすい都市」とは何か│村上芽╳大村謙二郎
●連続インタビュー│SDGs─環境・経済・社会│1.循環型社会における「緑」の
可能性│横張真／2.持続可能な「成熟型まちづくり」への転換を目指す│諸富
徹／3.気候変動危機、私たちにできること～SDGsの達成も視野に～│足立治郎
／4.自治体SDGs、オルタナティブな未来への実践│高木超／5.人間の集合とし
ての都市、その未来への期待│武田重昭／6.SDGsと資本主義の未来│大澤真幸
●連載│Let’s Greening!緑のまちづくり・9│地域の文化遺産の庭園を活用した
交流と体験の広場
●連載│子どもたちの「笑顔」に会いに行く・22│一麦保育園
●連載│噂の「駅前」探検・9│渋谷駅│今尾恵介・小夜小町・坂本政十賜

今号と関連する特集号をPick Up
（その他は特集タイトルのみ）
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第一生命財団は、第一生命保険相互会社（現第一生命保険株式会社）からの拠出金をもとに設立された都市のしく

みとくらし研究所、地域社会研究所および姿勢研究所が、2013年4月1日付で合併し発足した一般財団法人です。

当財団は、豊かな次世代社会の創造に寄与することを目的として、少子高齢化社会において、健康で住みやすい社

会の実現に向けた調査研究ならびに提案、助成等を行っています。具体的には、これまで取り組んできた「都市と

くらし」「コミュニティ」「姿勢と健康」に関する調査研究と啓発活動に加え、社会的に喫緊の課題である「待機児童

対策」の一助となるべく、新設の保育所（認定こども園を含む）に対する助成事業および緑豊かな住環境の整備の

ための都市緑化に関わる助成事業「緑の環境プラン大賞」に取り組んでいます。

●ホームページ　http://group.dai-ichi-life.co.jp/dai-ichi-life-foundation/

第一生命財団について

購読のご案内

年3回（4月・8月・12月）発行、頒価500円＋送料実費

定期購読は諸般の事情により受付を終了しました。毎号内容（PDF）をホームページに掲載いたしますので、そちら

をご覧になり、ご希望の号をお求め願います。

information

 2021年8月発行

企画委員 日端康雄（慶應義塾大学名誉教授）

 陣内秀信（法政大学特任教授）

 大村謙二郎（筑波大学名誉教授）

 小泉秀樹（東京大学教授）

 木下庸子（工学院大学教授・設計組織ADH代表）

 盛田里香（第一生命財団常務理事）

 佐藤 真（株式会社アルシーヴ社）

編集・発行  一般財団法人 第一生命財団
  東京都千代田区平河町1丁目2番10号平河町第一生命ビル2階 

電話03-3239-2312

編集協力 株式会社アルシーヴ社 

 斎藤夕子

デザイン・レイアウト 生沼伸子

印刷 株式会社エイチケイグラフィックス

 頒価500円＋送料実費
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当財団では助成した研究について、その成果である調査研究報告書を発行しています。 
ここ1年間に発行したものをご紹介します。

東日本大震災で死亡した役場職員の災害検証と役場職員遺族の住生活と心の復興に関する研究
 麦倉哲（岩手大学教育学部・教授）

大江戸-東京/都市街区幾何形状の歴史的進化に関する実証的研究―徳川期・寛文年間から令和に至る350年の街区
変遷から読み取る災害インパクト― 谷本潤（九州大学大学院総合理工学研究院・教授）

住民投票の受容条件を探る―サーベイ実験によるアプローチ― 砂原庸介（神戸大学大学院法学研究科・教授）他

大規模災害時における保育施設の避難所活用から見た地域住民と保育施設の関わりに関する研究
 藤井里咲（東京電機大学未来科学部・助教）

地方創生のための観光振興と観光公害―宿泊税導入を用いた分析―
 鈴木崇文（愛知淑徳大学ビジネス学部・講師）他

集合住宅のHOAと自治体の「戦略的相互関係」によるまちづくりに関する日米比較研究：責任領域の交錯と共創の
視点から 菊地端夫（明治大学経営学部・専任教授）

在日イスラム系外国人の避難所としてのモスクの利用可能性の検討
 小谷仁務（東京大学大学院工学系研究科・助教）他

原発被災地域への移住者の住生活に関する研究 窪田亜矢（東京大学工学部・特任教授）

 （刊行順。肩書は当時のもの。敬称略）

調査研究報告書をご希望の方には一部2,000円でお頒けしますので、当財団までご連絡願います。
過去の調査研究報告書についてはホームページ（次頁にアドレス）にテーマ、研究者名および要旨等を掲載してい
ます。

財団が発行した調査研究報告書
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